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▼第2回安全・安心でおいしい地下水サミット

▼韓国・ヨンウォル（寧越）郡と協定～期待の文化交流スタート

●えのきだけ…1袋
●ねぎ…5㎝
●チキンスープ…5カップ
●しょう油、酒、酢…各大さじ1

　

　

【ゆで豚のしょう油漬け】
＜材　料＞ （２～３人分）
●豚肩ロース肉かたまり…500ｇ
●ねぎの青い部分…2分の1本△

つけ汁
●ねぎ…5㎝程度
●しょうが（薄切り）…2枚
●しょう油…100cc
●砂糖…大さじ3
●老酒(ラオチュー、日本酒でも可)…大さじ1

＜作り方＞
①豚肉にたこ糸を巻きつけながら棒状に整える。
②鍋に豚肉、ねぎ、しょうがを入れ、豚肉がしっかり浸かる
　程度に水を入れて中火にかける。沸騰したらあくを取りな
　がら30～40分間ゆでる。中まで火が通っているか竹串で
　確かめる。
③つけ汁の材料を鍋でひと煮立ちさせ、火を止めた後ゆであ
　がった豚肉を熱いうちにつける。急ぐ時は１時間ほどで豚
　肉のひもをほどき、好みの厚さに切って盛りつけて完成。
　前日から作り置きすれば味が浸み込み、さらにおいしくな
　ります(荒熱が取れたらファスナー付きの保存袋に汁ごと
　入れて密閉すると味がよくなじみます)。

　長ねぎの残りで白髪ねぎを作り、練り辛子と一緒に添える
とおいしくいただけます。豚肉は塊のままつけ汁につけてお
けば冷蔵庫で１週間程度日持ちします。多めに作り置きして
おけば長く楽しめます。

【白身魚のスープ】
＜材料＞（4人分）
●白身魚(たら等)…2切れ
●木綿豆腐…4分の1丁
●溶き玉子…1個
●片栗粉…大さじ1
●塩、こしょう…適量

＜作り方＞
①（下ごしらえ）えのきは１㎝程度の長さにに切る。豆腐は
　5ミリ角程度に切る。ねぎはみじん切り。片栗粉は大さじ1
　の水で溶く。
②白身魚を熱湯でさっと湯がいた後水で洗う。鍋にチキンス
　ープを入れ、沸騰したら魚を5分間ほどゆで、いったん取
　り出して小骨を取り、身をほぐす。
③スープに魚、えのき、ねぎ、豆腐を入れて中火にかけ、し
　ょう油、塩こしょう、酒で味付けする。水溶き片栗粉を少
　しずつかけ、とろ味がついたら酢を加える。
④スープを混ぜながら溶き玉子を静かに流し入れ火を止めて
　完成。　　　　　　　　　　　　　　　（和田佳子さん）

【食べて健康・豆知識】
　鱈（たら）は、「魚へん」に「雪」という字を当てはめるように、
冬の季節の魚です。たんぱく質や脂質はそれほど多くはありません
が、グルタミン酸が豊富なので、淡白ながら大変おいしい魚です。
高齢の方や離乳食にお勧めの食材です。
　ビタミン類、ミネラル類などは青背の魚に比べるとやや控えめで
すが、まん遍なく含んでいるので、低カロリーでヘルシーな食材と
して利用したい魚です。突出する栄養素は少ないですが、ビタミン
Ｄが比較的多く含まれています。ビタミンＤはカルシウムの栄養吸
収を良くして骨や歯を丈夫にし、骨粗しょう症の予防に不可欠の栄
養素です。　　　　　　　　　（保健福祉課栄養士　中村弘美）
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第5回ひがしかわ大写真展
町民一般部門

「スマイル」
松木理穂さん撮影

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
つ
な

げ
、
付
加
価
値
を
つ
く
っ
て
い
く
か
」
と
現

状
報
告
し
ま
し
た
。

　

遠
藤
村
長
は
「
生
活
用
水
、
飲
料
水
の
85

％
は
地
下
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
使
っ
て

い
る
。
水
道
普
及
率
は
ゼ
ロ
。
住
民
は
あ
ま

り
に
身
近
す
ぎ
て
宝
の
水
に
気
づ
い
て
い
な

い
。
水
は
姿
が
見
え
に
く
い
が
、
地
域
の
戦

略
物
資
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
水

の
有
効
利
用
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

最
後
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松
岡
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す
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く
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と
「
環
境
水
」
と
し
て
の
価
値
再
認
識

と
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
課
題
な
ど
を
話

し
「
加
盟
町
村
の
水
の
素
晴
ら
し
さ
、
良
さ
、

取
り
組
み
を
全
国
に
紹
介
し
た
い
」
と
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
制
定
、
「
２
０
１
０
年
安
全
・
安

心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を

採
択
し
ま
し
た
。

　

席
上
、
福
島
県
川
内
村
の
次
回
来
年
の
サ

ミ
ッ
ト
開
催
を
決
め
閉
会
し
ま
し
た
。

◇

　

「
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
連
絡
協
議
会
」

に
加
盟
の
自
治
体
は
以
下
の
11
市
町
村
。

　

東
川
町
、
福
島
県
小
野
町
、
同
県
葛
尾
村
、
同
県
川

内
村
、
同
県
鮫
川
村
、
同
県
平
田
村
、
同
県
古
殿
町
、

千
葉
県
芝
山
町
、
愛
媛
県
西
条
市
、
熊
本
県
嘉
島
町
、

同
県
美
里
町
（
北
か
ら
）

写
真
家
の
清
水
さ
ん
、写
真
展
で
水
の
多
様
な
表

情
を
表
現

　

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
ち
な
ん
で
、
11
月
５
日

か
ら
同
月
24
日
ま
で
、
「
水
の
駅
『
ビ
ュ
ー

福
島
潟
』
」
の
館
長
を
勤
め
る
写
真
家
、
清

水
重
蔵
氏
（
62
）
＝
新
潟
市
在
住
＝
が
、
地

下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
に
併
せ
て
文
化
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
当
町
初
め
て
の
個
展
「
水
の
か
た

ち
」
展
を
開
き
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

日
本
海
の
荒

波
の
波
と
う
、

黄
金
色
の
稲
穂

に
き
ら
め
く
雨

つ
ぶ
、
雨
の
中

紅
葉
の
路
面
を

ぬ
ら
す
水
溜
り

な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
水
の
表
情

を
切
り
撮
っ
た

27
点
の
撮
り
お
ろ
し
作
品
。
さ
ま
ざ
ま
な
水

の
形
、
人
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水
へ
の

視
点
に
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
（
12

月
14
日
か
ら
同
月
24
日
ま
で
、
引
き
続
き
同

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
同
展
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
２
を
開
催
）
。

　

日
本
写
真
家
協
会
、
新
潟
県
写
真
家
協
会

会
員
。
新
潟
市
内
の
潟
湖
・
福
島
潟
の
情
報

発
信
施
設
「
水
の
駅
『
ビ
ュ
ー
福
島
潟
』
」

館
長
。
新
潟
日
報
社
特
別
編
集
委
員
。

　

水
の
恵
み
を
共
有
し
て
資
源
の
保
全
、
利

用
促
進
の
情
報
交
換
、
実
践
を
進
め
よ
う
―

と
昨
年
発
足
し
た
「
安
全
・
安
心
で
お
い
し

い
地
下
水
連
絡
協
議
会
」
（
会
長
・
松
岡
市

郎
町
長
）
が
主
催
し
ま
し
た
。
11
月
10
日
、

加
入
自
治
体
の
う
ち
４
市
町
村
が
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
関
係
自
治
体
の

ほ
か
、
町
内
各
団
体
な
ど
約
１
8
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

地
質
学
的
見
地
か
ら
、（
独
）
道
立
総
合
研

究
機
構
地
質
研
究
所
の
丸
谷
薫
主
査
が
基
調

講
演
。
続
い
て
板
谷
重
徳
東
川
町
農
協
組
合

長
は
、
「
大
雪
旭
岳
源
水
」
が
東
川
の
人
・

米
・
野
菜
の
源
―
と
事
例
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
安
全
、
安
心
な
水
か
ら
生

ま
れ
る
農
作
物
だ
、
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
農

協
で
扱
っ
て
い
る
米
、
野
菜
は

す
べ
て
『
大
雪
清
流
物
語
』
と

し
て
取
り
組
み
、
サ
ラ
ダ
野
菜

と
し
て
『
ひ
が
し
か
わ
サ
ラ

ダ
』
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
自
分
た

ち
の
町
の
も
の
を
し
っ
か
り
と

売
り
出
し
た
。
安
心
・
安
全
な

水
、
命
を
つ
な
い
で
い
る
作
物

と
と
も
に
、
命
を
つ
な
い
で
い

る
水
を
し
っ
か
り
と
考
え
た
い
」
な
ど
と
東

川
の
取
り
組
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

は
、
渡
辺
信
西
条
市
環
境
衛
生
課
長
、
岡
部

光
徳
古
殿
町
長
、
遠
藤
雄
幸
川
内
村
長
、
松

岡
市
郎
東
川
町
長
の
４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

西
条
市
は
、
人
口
集
中
エ
リ
ア
の
地
下
水

利
用
１
０
０
％
。
地
下
水
の
あ
る
と
こ
ろ
に

集
中
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
す
る
た
め
、
地

下
水
汚
濁
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
６
年
前
地

下
水
保
全
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
課
長
は
「
西
条
平
野
全
体
で
地
下
水

資
源
調
査
を
し
て
い
る
。
市
内
全
域
の
水
質

マ
ッ
プ
を
作
っ
て
三
次
元
的

水
の
流
れ
を
つ
か
み
、
最
終

的
に
は
水
の
終
始
モ
デ
ル
を

つ
く
る
。
水
の
過
剰
摂
取
を

し
な
い
よ
う
に
す
る
取
り
組

み
を
し
て
い
る
」
と
事
例
報

告
し
ま
し
た
。

　

岡
部
古
殿
町
長
は
「
８
割

が
森
林
の
山
の
町
で
、
沢
、

川
の
表
流
水
を
水
源
と
す
る

簡
易
水
道
の
普
及
率
が
78
％
。

排
出
水
も
き
れ
い
に
し
な
け

「
環
境
水
」
価
値
生
か
し
て
特
産
物
に
付
加
価
値

第
２
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安
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・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト

　

豊
か
な
水
の
恵
み
を
生
か
し
て
地
域
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
―
と
「
第
２
回
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
が
東
川
町
で
開

か
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
「
２
０
１
０
年　

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
採
択
。
と
も
に
「
環
境
水
」
と
し
て
の
価

値
を
生
か
す
取
り
組
み
、地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
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「
環
境
水
」
と
し
て
の
価
値
再
認
識

と
、
と
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
課
題
な
ど
を
話

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
課
題
な
ど
を
話

し
「
加
盟
町
村
の
水
の
素
晴
ら
し
さ
、
良
さ
、

し
「
加
盟
町
村
の
水
の
素
晴
ら
し
さ
、
良
さ
、

取
り
組
み
を
全
国
に
紹
介
し
た
い
」
と
ロ
ゴ

取
り
組
み
を
全
国
に
紹
介
し
た
い
」
と
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
制
定
、
「
２
０
１
０
年
安
全
・
安

マ
ー
ク
の
制
定
、
「
２
０
１
０
年
安
全
・
安

心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を

心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を

採
択
し
ま
し
た
。

採
択
し
ま
し
た
。

　

席
上
、
福
島
県
川
内
村
の
次
回
来
年
の
サ

　

席
上
、
福
島
県
川
内
村
の
次
回
来
年
の
サ

ミ
ッ
ト
開
催
を
決
め
閉
会
し
ま
し
た
。

ミ
ッ
ト
開
催
を
決
め
閉
会
し
ま
し
た
。

◇

　

「
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
連
絡
協
議
会
」

　

「
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
連
絡
協
議
会
」

に
加
盟
の
自
治
体
は
以
下

に
加
盟
の
自
治
体
は
以
下
の
11
市
町
村
。

市
町
村
。

　

東
川
町
、
福
島
県
小
野
町
、
同
県
葛
尾
村
、
同
県
川

　

東
川
町
、
福
島
県
小
野
町
、
同
県
葛
尾
村
、
同
県
川

内
村
、
同
県
鮫
川
村
、
同
県
平
田
村
、
同
県
古
殿
町
、

内
村
、
同
県
鮫
川
村
、
同
県
平
田
村
、
同
県
古
殿
町
、

千
葉
県
芝
山
町
、
愛
媛
県
西
条
市
、
熊
本
県
嘉
島
町
、

千
葉
県
芝
山
町
、
愛
媛
県
西
条
市
、
熊
本
県
嘉
島
町
、

同
県
美
里
町
（
北
か
ら
）

同
県
美
里
町
（
北
か
ら
）

写
真
家
の
清
水
さ
ん
、写
真
展
で
水
の
多
様
な
表

写
真
家
の
清
水
さ
ん
、写
真
展
で
水
の
多
様
な
表

情
を
表
現

情
を
表
現

　

サ
ミ
ッ

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
ち
な
ん

開
催
に
ち
な
ん
で
、
11
月
５
日

月
５
日

か
ら
同

か
ら
同
月
24
日
ま
で
、
「
水
の
駅
『
ビ
ュ
ー

日
ま
で
、
「
水
の
駅
『
ビ
ュ
ー

福
島
潟
』
」
の
館
長
を
勤
め
る
写
真
家
、
清

福
島
潟
』
」
の
館
長
を
勤
め
る
写
真
家
、
清

水
重
蔵
氏

水
重
蔵
氏
（
62
）
＝
新
潟
市
在
住
＝
が
、
地

）
＝
新
潟
市
在
住
＝
が
、
地

下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
に
併
せ
て
文
化
ギ
ャ

下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
に
併
せ
て
文
化
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
当
町
初
め
て
の
個
展
「
水
の
か
た

ラ
リ
ー
で
当
町
初
め
て
の
個
展
「
水
の
か
た

ち
」
展
を
開
き
ま
し
た
＝

ち
」
展
を
開
き
ま
し
た
＝
写
真
写
真
＝
。
＝
。

　

日
本
海
の
荒

　

日
本
海
の
荒

波
の
波
と
う
、

波
の
波
と
う
、

黄
金
色
の
稲
穂

黄
金
色
の
稲
穂

に
き
ら
め
く
雨

に
き
ら
め
く
雨

つ
ぶ
、
雨
の
中

つ
ぶ
、
雨
の
中

紅
葉
の
路
面
を

紅
葉
の
路
面
を

ぬ
ら
す
水
溜
り

ぬ
ら
す
水
溜
り

な
ど
、
さ
ま
ざ

な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
水
の
表
情

ま
な
水
の
表
情

を
切
り
撮
っ

を
切
り
撮
っ
た

27
点
の
撮
り
お
ろ
し
作
品
。
さ
ま
ざ
ま
な
水

点
の
撮
り
お
ろ
し
作
品
。
さ
ま
ざ
ま
な
水

の
形
、
人
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水
へ
の

の
形
、
人
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水
へ
の

視
点
に
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す

視
点
に
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
（
12

月
14
日
か
ら
同

日
か
ら
同
月
24
日
ま
で
、
引
き
続
き
同

日
ま
で
、
引
き
続
き
同

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
同
展
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
２
を
開
催
）
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
同
展
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
２
を
開
催
）
。

　

日
本
写
真
家
協
会
、
新
潟
県
写
真
家
協
会

　

日
本
写
真
家
協
会
、
新
潟
県
写
真
家
協
会

会
員
。
新
潟
市
内
の
潟
湖
・
福
島
潟
の
情
報

会
員
。
新
潟
市
内
の
潟
湖
・
福
島
潟
の
情
報

発
信
施
設
「
水
の
駅
『
ビ
ュ
ー
福
島
潟
』
」

発
信
施
設
「
水
の
駅
『
ビ
ュ
ー
福
島
潟
』
」

館
長
。
新
潟
日
報
社
特
別
編
集
委
員
。

館
長
。
新
潟
日
報
社
特
別
編
集
委
員
。

　

水
の
恵
み
を
共
有
し
て
資
源
の
保
全
、
利

　

水
の
恵
み
を
共
有
し
て
資
源
の
保
全
、
利

用
促
進
の
情
報
交
換
、
実
践
を
進
め
よ
う
―

用
促
進
の
情
報
交
換
、
実
践
を
進
め
よ
う
―

と
昨
年
発
足
し
た
「
安
全
・
安
心
で
お
い
し

と
昨
年
発
足
し
た
「
安
全
・
安
心
で
お
い
し

い
地
下
水
連
絡
協
議
会
」
（
会
長
・
松
岡
市

い
地
下
水
連
絡
協
議
会
」
（
会
長
・
松
岡
市

郎
町
長
）
が
主
催
し
ま
し
た

郎
町
長
）
が
主
催
し
ま
し
た
。
11
月
10
日
、
日
、

加
入
自
治
体
の
う

加
入
自
治
体
の
う
ち
４
市
町
村
が
農
村
環
境

市
町
村
が
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
関
係
自
治
体
の

改
善
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
関
係
自
治
体
の

ほ
か
、
町
内
各
団
体
な
ど
約
１
8
０
人
が
出

ほ
か
、
町
内
各
団
体
な
ど
約
１
8
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

席
し
ま
し
た
。

　

地
質
学
的
見
地
か

　

地
質
学
的
見
地
か
ら
、（
ら
、（
独
）
道
立
総
合
研

独
）
道
立
総
合
研

究
機
構
地
質
研
究
所
の
丸
谷
薫
主
査
が
基
調

究
機
構
地
質
研
究
所
の
丸
谷
薫
主
査
が
基
調

講
演
。
続
い
て
板
谷
重
徳
東
川
町
農
協
組
合

講
演
。
続
い
て
板
谷
重
徳
東
川
町
農
協
組
合

長
は
、
は
、
「
大
雪
旭
岳
源
水

大
雪
旭
岳
源
水
」
が
東
川
の
人
・

が
東
川
の
人
・

米
・
野
菜
の
源

米
・
野
菜
の
源
―
と
事
例
発
表
し
ま
し
た
。

事
例
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
安
全
、
安
心
な
水
か
ら
生

安
全
、
安
心
な
水
か
ら
生

ま
れ
る
農
作
物
だ
、
と
い
う
こ

ま
れ
る
農
作
物
だ
、
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
農

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
農

協
で
扱
っ
て
い
る
米
、
野
菜
は

協
で
扱
っ
て
い
る
米
、
野
菜
は

す
べ
て
『
大
雪
清
流
物
語
』
と

す
べ
て
『
大
雪
清
流
物
語
』
と

し
て
取
り
組
み
、
サ
ラ
ダ
野
菜

し
て
取
り
組
み
、
サ
ラ
ダ
野
菜

と
し
て
『
ひ
が
し
か
わ
サ
ラ

と
し
て
『
ひ
が
し
か
わ
サ
ラ

ダ
』
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
自
分
た

ダ
』
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
自
分
た

ち
の
町
の
も
の
を
し
っ
か
り
と

ち
の
町
の
も
の
を
し
っ
か
り
と

売
り
出
し
た
。
安
心
・
安
全
な

売
り
出
し
た
。
安
心
・
安
全
な

水
、
命
を
つ
な
い
で
い
る
作
物

水
、
命
を
つ
な
い
で
い
る
作
物

と
と
も
に
、
命
を
つ
な
い
で
い

と
と
も
に
、
命
を
つ
な
い
で
い

る
水
を
し
っ
か
り
と
考
え
た
い
」

る
水
を
し
っ
か
り
と
考
え
た
い
」
な
ど
な
ど
と
東

川
の
取
り
組
み
を

川
の
取
り
組
み
を
話
し
ま
し
た
。

話
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

　

サ
ミ
ッ
ト
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

は
、
渡
辺
信
西
条
市
環
境
衛
生
課
長
、
岡
部

は
、
渡
辺
信
西
条
市
環
境
衛
生
課
長
、
岡
部

光
徳
古
殿
町
長
、
遠
藤
雄
幸
川
内
村
長
、
松

光
徳
古
殿
町
長
、
遠
藤
雄
幸
川
内
村
長
、
松

岡
市
郎
東
川
町
長
の
４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取

岡
市
郎
東
川
町
長
の
４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

り
組
み
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

西
条
市
は
、
人
口
集
中
エ
リ
ア
の
地
下
水

　

西
条
市
は
、
人
口
集
中
エ
リ
ア
の
地
下
水

利
用
１
０
０
％
。
地
下
水
の
あ
る
と
こ
ろ
に

利
用
１
０
０
％
。
地
下
水
の
あ
る
と
こ
ろ
に

集
中
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
す
る
た
め
、
地

集
中
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
す
る
た
め
、
地

下
水
汚
濁
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
６
年
前
地

下
水
汚
濁
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
６
年
前
地

下
水
保
全
条
例
が
制
定
さ
れ

下
水
保
全
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

ま
し
た
。

　

渡
辺
課
長
は
「
西
条
平
野
全
体
で
地
下
水

　

渡
辺
課
長
は
「
西
条
平
野
全
体
で
地
下
水

資
源
調
査
を
し
て
い
る
。
市
内
全
域
の
水
質

資
源
調
査
を
し
て
い
る
。
市
内
全
域
の
水
質

マ
ッ
プ
を
作
っ
て
三
次
元
的

マ
ッ
プ
を
作
っ
て
三
次
元
的

水
の
流
れ
を
つ
か
み
、
最
終

水
の
流
れ
を
つ
か
み
、
最
終

的
に
は
水
の

的
に
は
水
の
終
始
終
始
モ
デ
ル
を

モ
デ
ル
を

つ
く
る
。
水
の
過
剰
摂
取
を

つ
く
る
。
水
の
過
剰
摂
取
を

し
な
い
よ
う
に
す
る
取
り
組

し
な
い
よ
う
に
す
る
取
り
組

み
を
し
て
い
る
」
と
事
例
報

み
を
し
て
い
る
」
と
事
例
報

告
し
ま
し
た
。

告
し
ま
し
た
。

　

岡
部
古
殿
町
長
は
「
８
割

　

岡
部
古
殿
町
長
は
「
８
割

が
森
林
の
山
の
町
で
、
沢
、

が
森
林
の
山
の
町
で
、
沢
、

川
の
表
流
水
を
水
源
と
す
る

川
の
表
流
水
を
水
源
と
す
る

簡
易
水
道

簡
易
水
道
の
普
及
普
及
率
が
78
％
。
％
。

排
出
水
も
き
れ
い
に
し
な
け

排
出
水
も
き
れ
い
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
つ
な

げ
、
付
加
価
値
を
つ
く
っ
て
い
く
か
」
と
現

状
報
告
し
ま
し
た
。

　

遠
藤
村
長
は
「
生
活
用
水
、
飲
料
水
の
85

％
は
地
下
水
を
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
使
っ
て

い
る
。
水
道
普
及
率
は
ゼ
ロ
。
住
民
は
あ
ま

り
に
身
近
す
ぎ
て
宝
の
水
に
気
づ
い
て
い
な

い
。
水
は
姿
が
見
え
に
く
い
が
、
地
域
の
戦

略
物
資
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
」
と
水

の
有
効
利
用
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
松
岡
町
長
は
「
『
価
値
の
疎
』
の

〝
カ
ソ
〞
づ
く
り
の
町
を
目
指
し
た
い
。
最

近
外
国
か
ら
北
海
道
の
森
や
用
地
を
買
い
に

来
る
。
水
資
源
を
保
全
す
る
た
め
に
規
制
条

例
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
」

な
ど
と
「
環
境
水
」
と
し
て
の
価
値
再
認
識

と
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
課
題
な
ど
を
話

し
「
加
盟
町
村
の
水
の
素
晴
ら
し
さ
、
良
さ
、

取
り
組
み
を
全
国
に
紹
介
し
た
い
」
と
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
制
定
、
「
２
０
１
０
年
安
全
・
安

心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を

採
択
し
ま
し
た
。

　

席
上
、
福
島
県
川
内
村
の
次
回
来
年
の
サ

ミ
ッ
ト
開
催
を
決
め
閉
会
し
ま
し
た
。

◇

　

「
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
連
絡
協
議
会
」

に
加
盟
の
自
治
体
は
以
下
の
11
市
町
村
。

　

東
川
町
、
福
島
県
小
野
町
、
同
県
葛
尾
村
、
同
県
川

内
村
、
同
県
鮫
川
村
、
同
県
平
田
村
、
同
県
古
殿
町
、

千
葉
県
芝
山
町
、
愛
媛
県
西
条
市
、
熊
本
県
嘉
島
町
、

同
県
美
里
町
（
北
か
ら
）

写
真
家
の
清
水
さ
ん
、写
真
展
で
水
の
多
様
な
表

情
を
表
現

　

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
ち
な
ん
で
、
11
月
５
日

か
ら
同
月
24
日
ま
で
、
「
水
の
駅
『
ビ
ュ
ー

福
島
潟
』
」
の
館
長
を
勤
め
る
写
真
家
、
清

水
重
蔵
氏
（
62
）
＝
新
潟
市
在
住
＝
が
、
地

下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
に
併
せ
て
文
化
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
当
町
初
め
て
の
個
展
「
水
の
か
た

ち
」
展
を
開
き
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

日
本
海
の
荒

波
の
波
と
う
、

黄
金
色
の
稲
穂

に
き
ら
め
く
雨

つ
ぶ
、
雨
の
中

紅
葉
の
路
面
を

ぬ
ら
す
水
溜
り

な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
水
の
表
情

を
切
り
撮
っ
た

27
点
の
撮
り
お
ろ
し
作
品
。
さ
ま
ざ
ま
な
水

の
形
、
人
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水
へ
の

視
点
に
改
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
（
12

月
14
日
か
ら
同
月
29
日
ま
で
、
引
き
続
き
同

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
同
展
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
２
を
開
催
）
。

　

日
本
写
真
家
協
会
、
新
潟
県
写
真
家
協
会

会
員
。
新
潟
市
内
の
潟
湖
・
福
島
潟
の
情
報

発
信
施
設
「
水
の
駅
『
ビ
ュ
ー
福
島
潟
』
」

館
長
。
新
潟
日
報
社
特
別
編
集
委
員
。

　

水
の
恵
み
を
共
有
し
て
資
源
の
保
全
、
利

用
促
進
の
情
報
交
換
、
実
践
を
進
め
よ
う
―

と
昨
年
発
足
し
た
「
安
全
・
安
心
で
お
い
し

い
地
下
水
連
絡
協
議
会
」
（
会
長
・
松
岡
市

郎
町
長
）
が
主
催
し
ま
し
た
。
11
月
10
日
、

加
入
自
治
体
の
う
ち
４
市
町
村
が
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
関
係
自
治
体
の

ほ
か
、
町
内
各
団
体
な
ど
約
１
8
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

地
質
学
的
見
地
か
ら
、（
独
）
道
立
総
合
研

究
機
構
地
質
研
究
所
の
丸
谷
薫
主
査
が
基
調

講
演
。
続
い
て
板
谷
重
徳
東
川
町
農
協
組
合

長
は
、
「
大
雪
旭
岳
源
水
」
が
東
川
の
人
・

米
・
野
菜
の
源
―
と
事
例
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
安
全
、
安
心
な
水
か
ら
生

ま
れ
る
農
作
物
だ
、
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
農

協
で
扱
っ
て
い
る
米
、
野
菜
は

す
べ
て
『
大
雪
清
流
物
語
』
と

し
て
取
り
組
み
、
サ
ラ
ダ
野
菜

と
し
て
『
ひ
が
し
か
わ
サ
ラ

ダ
』
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
自
分
た

ち
の
町
の
も
の
を
し
っ
か
り
と

売
り
出
し
た
。
安
心
・
安
全
な

水
、
命
を
つ
な
い
で
い
る
作
物

と
と
も
に
、
命
を
つ
な
い
で
い

る
水
を
し
っ
か
り
と
考
え
た
い
」
な
ど
と
東

川
の
取
り
組
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

は
、
渡
辺
信
西
条
市
環
境
衛
生
課
長
、
岡
部

光
徳
古
殿
町
長
、
遠
藤
雄
幸
川
内
村
長
、
松

岡
市
郎
東
川
町
長
の
４
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取

り
組
み
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

西
条
市
は
、
人
口
集
中
エ
リ
ア
の
地
下
水

利
用
１
０
０
％
。
地
下
水
の
あ
る
と
こ
ろ
に

集
中
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
す
る
た
め
、
地

下
水
汚
濁
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
６
年
前
地

下
水
保
全
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
課
長
は
「
西
条
平
野
全
体
で
地
下
水

資
源
調
査
を
し
て
い
る
。
市
内
全
域
の
水
質

マ
ッ
プ
を
作
っ
て
三
次
元
的

水
の
流
れ
を
つ
か
み
、
最
終

的
に
は
水
の
終
始
モ
デ
ル
を

つ
く
る
。
水
の
過
剰
摂
取
を

し
な
い
よ
う
に
す
る
取
り
組

み
を
し
て
い
る
」
と
事
例
報

告
し
ま
し
た
。

　

岡
部
古
殿
町
長
は
「
８
割

が
森
林
の
山
の
町
で
、
沢
、

川
の
表
流
水
を
水
源
と
す
る

簡
易
水
道
の
普
及
率
が
78
％
。

排
出
水
も
き
れ
い
に
し
な
け

「
環
境
水
」
価
値
生
か
し
て
特
産
物
に
付
加
価
値

第
２
回
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト

「
環
境
水
」
価
値
生
か
し
て
特
産
物
に
付
加
価
値

第
２
回
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト

　

豊
か
な
水
の
恵
み
を
生
か
し
て
地
域
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
―
と
「
第
２
回
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
が
東
川
町
で
開

か
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
「
２
０
１
０
年　

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
採
択
。
と
も
に
「
環
境
水
」
と
し
て
の
価

値
を
生
か
す
取
り
組
み
、地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

豊
か
な
水
の
恵
み
を
生
か
し
て
地
域
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
―
と
「
第
２
回
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
」
が
東
川
町
で
開

か
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
「
２
０
１
０
年　

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
下
水
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
採
択
。
と
も
に
「
環
境
水
」
と
し
て
の
価

値
を
生
か
す
取
り
組
み
、地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

▲

参
加
者
一
行
は
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、旭
岳
姿
見（
旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
姿
見
駅

　

付
近
）、大
雪
旭
岳
源
水
の
湧
水
源
を
視
察
し
ま
し
た
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「 コ ー プ 未 来 （ あ し た ） の 森 づ く り 」 で 植 林 始 ま る「 コ ー プ 未 来 （ あ し た ） の 森 づ く り 」 で 植 林 始 ま る

　 「 東 川 町 共 生 サ ロ ン

こ こ り ん 」 （ 東 町 １ 丁

目 ） が い き い き セ ン タ

ー （ 旧 町 立 病 院 ） の 隣

接 地 に 誕 生 し ま し た 。

開 設 を 記 念 し て 、 1
1
月

７ 日 、 同 所 で 先 進 地 事

例 を 紹 介 す る 講 演 と パ

ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

を 開 き ま し た 。

　 町 が 総 事 業 費 約 ９ 千

２ ０ ０ 万 円 で 建 設 し ま

し た 。 木 造 平 屋 建 て 延

べ 約 ２ ４ ０ 平 方 ㍍ の 建

物 は 、 サ ロ ン 機 能 を 持 つ 集 会 室 、 研 修

室 、 食 堂 運 営 に 必 要 な 厨 房 施 設 、 太 陽

熱 発 電 設 備 な ど を 備 え て い ま す 。

　 同 施 設 の 運 営 母 体 と し て 発 足 し た

「 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 （ 特 定 非 営 利 活 動 団 体 ）

ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン サ ポ ー ト セ ン タ

ー こ こ ろ り ん く 東 川 」 （ 片 山 寛 美 理 事

長 ） が 町 指 定 管 理 者 と し て 受 託 し ま し

た 。

　 片 山 理 事 長 は 「 障 害 が あ っ て も 必 要

な サ ポ ー ト を 受 け な が ら 、 豊 か な 生 活

を 送 れ る 地 域 づ く り を 目 指 し た い 」 と

あ い さ つ し ま し た 。 障 害 者 や そ の 家 族 、

高 齢 者 が 気 軽 に 集 え る 場 、 と も に 生 き

る こ と が 出 来 る 地 域

づ く り の 中 核 的 機 能

が 期 待 さ れ て い ま す 。

　 講 演 と パ ネ ル デ ィ

ス カ ッ シ ョ ン に は 、

釧 路 市 の 「 Ｎ Ｐ Ｏ 法

人 地 域 生 活 支 援 ネ ッ

ト ワ ー ク サ ロ ン 」 か

ら 、 理 事 の 日 置 真 世

さ ん （ 北 大 大 学 院 教

育 学 研 究 院 附 属 子 ど

も 発 達 臨 床 研 修 セ ン

タ ー 助 手 ） 、 同 法 人

で 運 営 し て い る 「 コ

ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス 冬 月 荘 」 の 地 域 福 祉

コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、 高 橋 信 也 さ ん が 訪

れ 、 同 法 人 と 冬 月 荘 の 活 動 を 紹 介 し ま

し た 。

営 む 町 内 農 家 ら 関 係 者 約 2
0
人 が 出 席 し

ま し た 。

　 町 内 の 畜 産 、 養 鶏 農 家 は 、 現 在 数 戸

に な っ て い ま す が 、 か つ て 町 の 農 業 発

展 を 支 え 、 今 も な お 貢 献 し て く れ て い

ま す 。

　 1
0
月 2
7
日 、 忠 別 公 園 の 家 畜 感 謝 の 碑

（ 南 町 ２ ） で 家 畜 感 謝 祭 が 行 わ れ ま し

た 。

　 年 １ 回 、 か つ て 開 拓 の 礎 と な っ た 家

畜 に 感 謝 を す る も の で す 。 町 畜 産 振 興

協 議 会 々 長 の 板 谷 重 徳 東 川 町 農 協 組 合

長 、 浜 辺 啓 町 議 会 議 長 、 肉 牛 、 養 鶏 を

　 1
1
月 ３ 日 、 農 村 環

境 改 善 セ ン タ ー で 文

化 祭 芸 能 発 表 会 が あ

り ま し た 。 大 正 琴 、

日 本 舞 踊 、 民 謡 、 詩

吟 、 カ ラ オ ケ 、 東 川

小 ス ク ー ル バ ン ド 、

東 川 中 吹 奏 楽 部 の 演

奏 、 筝 曲 の 調 べ な ど 、

多 彩 な 2
9
演 目 の 発 表

に 満 員 の 客 席 も 大 満

足 。

　 芸 能 発 表 会 は 、 町 民 総 合 文 化 祭 期 間

中 （ 1
0
月 2
3
日 か ら 1
1
月 1
8
日 ま で 開 催 ）

一 番 の 見 ど こ ろ 。 町 内 で 活 動 す る 団 体 、

グ ル ー プ が 一 堂 に 出 演 し 会 場 は 満 員 に

埋 ま り ま し た 。

　 会 場 で は 、 今 年 も 旭 川 福 祉 専 門 学 校

の 保 育 科 学 生 が 人 形 劇

「 は ら ぺ こ オ オ カ ミ と

７ 匹 の 子 や ぎ 」 、 オ ペ

レ ッ タ 「 ブ レ ー メ ン の

音 楽 隊 」 と ハ ン ド ベ ル

演 奏 を 熱 演 し 、 子 供 た

ち は 劇 に 熱 中 し て 真 剣

に 見 入 る 出 来 栄 え 。 郷

土 料 理 研 究 会 は 「 サ ケ

と ピ ー マ ン の マ リ ネ 」

「 か ぼ ち ゃ の シ ュ ー マ

イ 」 な ど 、 自 慢 の 料 理

の 数 々 を 調 理 展 示 し 、 試 食 し た 皆 さ ん

に 大 好 評 で し た 。

　 期 間 中 文 化 ギ ャ ラ リ ー で 文 化 作 品 展 、

老 人 保 健 セ ン タ ー で 陶 芸 ろ く ろ 体 験 、

東 川 小 で は 児 童 ・ 生 徒 音 楽 の 集 い も 開

き ま し た 。

町 民 総 合 文 化 祭 に ぎ や か町 民 総 合 文 化 祭 に ぎ や か

家 畜 農 家 が 出 席 し て 1 年 間 の 感 謝家 畜 農 家 が 出 席 し て 1 年 間 の 感 謝

　 写 真 文 化 の 交 流 が き っ

か け と な っ て 、 韓 国 ・ カ

ン ウ ォ ン ド ウ （ 江 原 道 ）

ヨ ン ウ ォ ル （ 寧 越 ） 郡 と

東 川 町 の 間 で 文 化 交 流 協

定 が 実 現 し ま し た 。 1
1
月

４ 日 、 農 村 環 境 改 善 セ ン

タ ー で 調 印 式 が 行 わ れ 、

東 川 町 と ヨ ン ウ ォ ル （ 寧

越 ） 郡 の 友 好 交 流 が 正 式

に ス タ ー ト し ま し た 。

　 パ ク ・ ソ ン ギ ュ （ 朴 善 圭 ） 郡 守 、 写

真 の 町 運 営 委 員 会 ・ キ ム ・ ヨ ン ス （ 金

英 洙 ） 委 員 長 、 パ ク ・ ヨ ン ホ （ 朴 連 鎬 ）

郡 議 会 議 員 ら 1
0
人 が 来 町 し て 調 印 式 に

の ぞ み ま し た 。

　 会 場 に は 駐 日 韓 国 札 幌 総 領 事 館 の ユ

ン ・ ソ ナ （ 尹 善 化 ） 領 事 も 駆 け つ け ま

し た 。 パ ク 郡 守 、 キ ム 委 員 長 、 松 岡 市

郎 町 長 、 浜 辺 啓 町 議 会 議 長 の ４ 者 が 協

定 書 に サ イ ン し 、 し っ か り と 手 を 握 り

ま し た 。

　 松 岡 町 長 は 「 写 真 文 化 、 農 業 経 済 、

氷 彫 刻 の 文 化 の 都 は 東 川 だ 、 と 自 信 を

持 っ て 言 え る ま ち づ く り を 進 め た い 。

協 定 を 第 一 歩 と し て 、 写 真 文 化 を 絆 と

す る 提 携 を 築 い て 友 情 と 友 好 を 進 め 、

未 来 に 向 か っ て 文 化 、 教 育 に ネ ッ ト ワ

ー ク を 築 き 、 広 く 拡 大 し

た い 」 と 意 欲 を 表 明 。 パ

ク 郡 守 も 「 写 真 だ け で な

く 、 い ろ い ろ な 文 化 交 流

が 広 が っ て い く こ と を 期

待 し ま す 」 と 期 待 感 を 表

し ま し た 。

　 ユ ン 領 事 は 「 今 年 は 、

韓 国 の 首 都 ・ ソ ウ ル と 北

海 道 の 友 好 提 携 に 続 い て

友 好 交 流 が 実 現 し 、 今 ま で に な く 活 発

な 年 に な っ て う れ し い 。 美 し い 自 然 の

恵 み を 受 け て い る 共 通 性 を 元 に 、 交 流

が 発 展 し て ほ し い 」 と 縁 組 み を 祝 い ま

し た 。

矢 澤 由 奈 さ ん （ ２ 年 ） 、 岡 村 こ ゆ き さ

ん （ ３ 年 ） 、 駒 井 南 奈 さ ん （ ５ 年 ） 、

折 田 佳 音 さ ん （ ６ 年 ） の ４ 人 。

　 小 学 生 の 部 は 全 道 で 2
2
人 が 入 賞 、 う

ち 同 小 の 子 供 た ち が 優 良 賞 ３ 点 を 独 占

し ま し た 。

　 同 コ ン ク ー ル は 全 道 の 小 、 中 学 校 7
7

校 か ら ４ ５ ０ 人 の 作 品 応 募 が あ り ま し

た 。

　 （ 財 ） 北 海 道 青 少 年 育 成 協 会 （ 札 幌 ）

主 催 の 「 道 民 家 庭 の 日 」 絵 画 コ ン ク ー

ル ２ ０ １ ０ で 、 第 三 小 （ 菅 原 敏 光 校 長 、

2
3
人 ） の 応 募 作 品 が ７ 点 も 入 賞 し ま し

た 。 同 小 は 同 時 に 学 校 賞 も 受 賞 、 1
1
月

1
6
日 同 校 で 受 賞 伝 達 式 を 行 っ て み ん な

で 快 挙 を 喜 び ま し た 。

　 入 賞 し た の は 、 優 良 賞 に 福 積 璃 音 さ

ん （ １ 年 ） 、 松 田 梨 緒 さ ん （ ３ 年 ） 、

阿 部 翔 汰 郎 君 （ ４ 年 ） の ３ 人 、 佳 作 に

　 1
0
月 3
0
日 、 東 ３ 号 北 ６ 線

の 町 有 林 で 、 コ ー プ さ っ ぽ

ろ 旭 川 地 区 本 部 （ 横 澤 秀 明

本 部 長 ） 主 催 の 「 コ ー プ 未

来 （ あ し た ） の 森 づ く り 」

植 樹 祭 が あ り ま し た 。

　 生 活 協 同 組 合 コ ー プ さ っ

ぽ ろ （ 札 幌 ） の 企 業 社 会 貢

献 事 業 と し て 取 り 組 み ス タ

ー ト し ま し た 。 同 地 の 山 林

空 き 地 約 １ ㌶ に 家 具 材 と し て 利 用 さ れ

て い る イ タ ヤ カ エ デ 、 ミ ズ ナ ラ と ナ ナ

カ マ ド の ３ 樹 種 ２ 千 本 を ５ 年 間 か け て

植 林 し 、 緑 を 取 り 戻 し て 二 酸 化 炭 素 排

出 量 を 減 ら そ う と い う 取 り 組 み で す 。

　 晩 秋 の 晴 天 に 恵 ま れ ま

し た 。 積 雪 で 白 く な っ た

大 雪 山 も 雲 間 か ら 眼 前 に

広 が る 森 で 旭 川 市 内 の コ

ー プ 組 合 員 ら 約 4
0
人 が イ

タ ヤ カ エ デ 、 ナ ナ カ マ ド

各 ２ ０ ０ 本 ず つ を 植 樹 し

ま し た 。

　 買 い 物 の 時 に レ ジ 袋 を

辞 退 し た 人 １ 人 に つ い て 、

同 社 が ０ ・ ５ 円 ず つ を 積 み 立 て 、 そ の

資 金 を 原 資 と し て 森 を 育 て よ う と い う

計 画 だ そ う で す 。 こ の 地 で の 植 林 は 道

内 ７ カ 所 目 に な る そ う で す 。

と も に 生 き る ― 「 こ こ り ん 」 開 設 で 討 論 会と も に 生 き る ― 「 こ こ り ん 」 開 設 で 討 論 会

第 三 小 の 子 供 た ち が 絵 画 コ ン ク ー ル で 一 挙 ７ 人 も 入 賞第 三 小 の 子 供 た ち が 絵 画 コ ン ク ー ル で 一 挙 ７ 人 も 入 賞

韓 国 ・ ヨ ン ウ ォ ル （ 寧 越 ） 郡 と 協 定 〜 期 待 の 文 化 交 流 ス タ ー ト韓 国 ・ ヨ ン ウ ォ ル （ 寧 越 ） 郡 と 協 定 〜 期 待 の 文 化 交 流 ス タ ー ト
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11
月
16
日
、
21
区
の
農
民
画
家
、
久
保
詠

美
子
さ
ん
（
70
）
が
自
筆
の
日
本
画
「
ズ
ッ

キ
ー
ニ
」
（
１
０
０
号
）
を
町
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
に
道
展
に
出
展

し
て
入
賞
し
た
大
作
。
中
央
に
大
き
く
配
し

た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
黄
色
い
花
が
印
象
的
。
後

方
に
淡
茶
色
で
ニ
ン
ニ
ク
を
配
し
、
そ
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
花
を
ひ
と
き

わ
引
き
立
た
せ
て
い
ま
す
。

　

花
は
か
ぼ
ち
ゃ
に
似
て
い
ま
す
が
、
中
央

に
筋
が
あ
る
と
こ
ろ
が
違
い
だ
と
い
い
、
そ

の
葉
脈
、
光
と
影
の
濃
淡
を
細
密
に
表
現
し

て
日
本
画
独
特
の
緻
密
さ
が
特
徴
的
。

　

趣
味
で
墨
絵
を
描
い
て
い
た
久
保
さ
ん
が

日
本
画
を
始
め
た
の
は
、
１
９
８
４
（
昭
和

59
）
年
、
44
歳
の
時
。
農
作
業
の
か
た
わ
ら

晩
年
の
日
本
画
家
、
故
小
浜
亀
角
氏
（
当
時

85
歳
、
旭
川
）
に
師
事
し
ま
し
た
。
以
来
テ

ー
マ
を
野
菜
に
絞
っ
て
描
き
続
け
、
以
来
１

９
９
０
（
平
成
２
）
年
か
ら
13
回
連
続
道
展

入
選
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
６
（
平
成
６
）
年
、
東
川
町
文
化

奨
励
賞
、
２
０
１
０
（
同
21
）
年
度
東
川
文

化
賞
。
純
生
美
術
会
員
。

　

道
内
で
数
少
な
い
日
本
画
家
。
町
内
の
東

弘
寺
に
仏
画
３
点
を
寄
進
し
、
小
樽
市
内
の

旧
青
山
別
邸
（
現
小
樽
貴
賓
館
）
に
は
大
天

井
画
も
描
い
て
い
ま
す
。

　

旧
ソ
連
か
ら
の
独
立
20
周
年
を
記
念
し
て
、

在
日
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
大
使
館
な
ど
が
主

催
。
東
京
、
東
川
町
周
辺
市
町
の
国
内
２
カ

所
で
開
き
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
東
神
楽
町
で
リ
ト
ア
ニ
ア
芸
術

協
会
の
女
性
手
芸
グ
ル
ー
プ
「
白
い
蛾
」
の

フ
ェ
ル
ト
作
品
、
リ
ト
ア
ニ
ア
特
産
品
を
展

示
即
売
す
る
リ
ト
ア
ニ
ア
展
を
中
心
に
、
東

川
、
旭
川
の
両
会
場
合
わ
せ
て
３
市
町
で
リ

ト
ア
ニ
ア
・
フ
ェ
ア
（
11
月
11
〜
19
日
）
を

開
催
。
東
川
会
場
で
は
フ
ェ
ル
ト
教
室
（
12

日
、
改
善
セ
ン
タ
ー
）
も
開
き
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

リ
ト
ア
ニ
ア
料
理
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
東
京
で
リ
ト
ア
ニ
ア
菓
子
と
パ
ン

の
店
を
経
営
し
て
い
る
ユ
ラ
ー
テ
・
ラ
シ
エ

ネ
さ
ん
。
家
庭
で
よ
く
食
べ
て
い
る
と
い
う

じ
ゃ
が
芋
料
理
「
ク
ゲ
ル
ス
」
、
牛
乳
と
カ

ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
の
菓
子
な
ど
４
品
を
紹
介

し
、
ラ
ト
ビ
ア
交
流
協
会
の
会
員
ら
25
人
が

作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
、
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
小
学
校

児
童
の
た
め
の
英
会
話
教

室
「
め
だ
か
の
ク
ラ
ブ
」

の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ

ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
歳
以
上
の
幼
児
と
小

学
生
約
60
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
楽
し
い
パ
ー
テ
ィ

ー
の
始
ま
り
。
「
み
ん
な
、

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
知
っ
て

る
？
」
―
。
ジ
ョ
リ
ー
ン

・
ヘ
ル
ガ
ソ
ン
さ
ん
、
ウ
ナ
・
ヴ
ォ
ル
コ
ヴ

ァ
さ
ん
ら
同
ク
ラ
ブ
の
先
生
た
ち
が
、
欧
米

で
こ
の
季
節
に
習
慣
と
な
っ
て
い
る
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
の
歴
史
や
由
来
を
子
供
た
ち
に
伝
え
ま

し
た
。

　

魔
女
、
フ
ラ
ン
ケ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
、
妖
精
な

ど
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
な
ら

で
は
の
仮
装
を
し
た
子

供
た
ち
は
、
手
足
を
曲

げ
ず
に
歩
い
て
リ
レ
ー

す
る
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
リ
レ
ー
、
か
ぼ

ち
ゃ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
飾
り
、
お
化
け
屋
敷

ゲ
ー
ム
な
ど
、
楽
し
い

ゲ
ー
ム
を
満
喫
。
「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー

ト
」
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
も

ら
っ
て
大
満
足
で
す
。
年
１
回
の
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
気
分
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
め
だ
か
の
ク
ラ
ブ
」の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

「
め
だ
か
の
ク
ラ
ブ
」の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

リ
ト
ア
ニ
ア
料
理
教
室
開
く

リ
ト
ア
ニ
ア
料
理
教
室
開
く

農
民
画
家
、久
保
さ
ん
が
日
本
画
大
作
を
寄
贈

農
民
画
家
、久
保
さ
ん
が
日
本
画
大
作
を
寄
贈
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「
め
だ
か
の
ク
ラ
ブ
」の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

リ
ト
ア
ニ
ア
料
理
教
室
開
く

農
民
画
家
、久
保
さ
ん
が
日
本
画
大
作
を
寄
贈

　
た
こ
部
屋
近
く
に
住
ん
で
い
た
方
、
仕
事

で
た
こ
部
屋
に
出
入
り
し
て
い
た
方
か
ら
の

証
言
で
は
、
東
川
町
内
11
カ
所
、
旭
川
市
東

旭
川
忠
別
地
区
遊
水
池
の
近
く
１
カ
所
、
東

神
楽
町
３
カ
所
の
存
在
が
今
ま
で
に
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
お
よ
そ
の
位
置
は
以
下
の

よ
う
だ
っ
た
。

①
東
９
号
第
一
遊
水
池
側
（
東
川
の
方
の
証

　

言
）

②
東
８
号
第
一
遊
水
池
の
向
か
い
（
同
）

　

遊
水
池
工
事
は
、
中
国
人
を
強
制
連
行
し

て
く
る
前
は
朝
鮮
人
が
働
か
さ
れ
て
い
た
。

韓
国
で
聞
き
取
り
の
中
で
も
当
時
朝
鮮
か
ら

動
員
さ
れ
た
方
が
証
言
し
て
い
る
。

③
東
６
号
南
（
同
）

　

第
２
頭
首
工
か
ら
東
川
の

第
２
遊
水
池
に
向
か
う
用
水

路
の
一
部
で
は
朝
鮮
人
が
働

か
さ
れ
て
い
た
。
当
時
、
中

国
人
や
朝
鮮
人
が
と
て
も
ひ

も
じ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
工

事
現
場
近
く
の
農
家
の
方
が

日
本
人
監
督
の
分
も
含
め
て

か
ぼ
ち
ゃ
、
じ
ゃ
が
芋
を
蒸

か
し
た
も
の
を
鍋
に
入
れ
て
人
数
分
用
意
し
、

そ
っ
と
差
し
入
れ
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

④
志
比
内
橋
の
ふ
も
と
、
東
川
寄
り
（
元
忠

　

別
村
の
方
の
証
言
）

　

鉄
条
網
を
周
り
に
張
り
巡
ら
し
、
逃
亡
を

防
ぐ
た
め
囲
い
の
中
に
犬
が
放
さ
れ
て
い
た
。

複
数
の
方
か
ら
犬
と
金
網
の
証
言
が
出
て
く

る
。
江
卸
の
工
事
現
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
朝

鮮
人
を
探
す
た
め
、
山
狩
り
に
は
よ
く
犬
が

使
わ
れ
て
い
た
。

⑤
熊
の
沢
つ
り
橋
の
手
前
（
東
川
の
方
の
証

　

言
）

⑥
ピ
ウ
ケ
ナ
イ
取
水
口
の
近
く
＝
２
つ
た
こ

　

部
屋
（
同
）

⑦
ノ
カ
ナ
ン
の
沢
取
水
口
（
同
）

⑧
小
桧
山
温
泉
近
く
＝
ノ
カ
ナ
ン
の
沢
の
奥

（
同
）

⑨
旧
江
卸
発
電
所
放
水
路
の
上
（
札
幌
市
内

　

在
住
の
方
の
証
言
）

　

学
徒
動
員
の
学
生
と
発
電
所
技
術
者
用
の

小
屋
、
そ
の
隣
に
朝
鮮
人
の
た
こ
部
屋
が
あ

っ
た
。
当
時
現
場
で
学
徒
動
員
の
学
生
と
朝

鮮
人
が
一
緒
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

⑩
旧
江
卸
発
電
所
放
水
路
の
下
（
東
川
の
方

　

の
証
言
）

⑪
ノ
カ
ナ
ン
の
沢
と
忠
別
川
の
合
流
点
そ
ば

（
元
忠
別
村
の
方
の
証
言
）

　

ノ
カ
ナ
ン
、
ピ
ウ
ケ
ナ
イ
か
ら
出
た
土
砂

で
大
き
な
ず
り
山
が
で
き
て
い
る
。
忠
別
湖

畔
の
散
策
広
場
か
ら
対
岸
の
ず
り
山
が
見
え

る
。
親
か
ら
は
工
事
で
な
く
な
っ
た
朝
鮮
人

も
あ
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
と
聞
か
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

　

当
時
、
忠
別
村
に
は
江
卸
発
電
所
の
工
事

現
場
か
ら
逃
げ
て
き
た
朝
鮮
人
が
何
人
も
い

た
よ
う
だ
。
戦
後
、
村
の
中
で
戦
時
中
の
こ

と
を
自
由
に
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
初
め

て
か
く
ま
っ
て
逃
が
し
て
い
た
家
が
何
軒
も

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
村

で
は
、
朝
鮮
人
が
逃
げ
て
き
た
と
い
う
密
告

は
一
件
も
な
か
っ
た
。

　

戦
後
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
、
「
逃
げ
て

き
た
人
に
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
、
母
親
が
夜
な

べ
し
て
そ
の
人
に
合
う
よ
う
に
父
親
の
服
を

縫
い
直
し
て
着
せ
て
逃
が
し
た
、
と
い
う
こ

と
が
数
回
あ
っ
た
」
と
親
か
ら
聞
い
て
当
時

の
事
情
を
初
め
て
知
っ
た
と
い
う
人
も
い
た
。

逃
が
し
た
朝
鮮
の
人
が
、
戦
後
お
礼
に
や
っ

て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

逃
げ
て
き
た
朝
鮮
人
も
、
逃
が
し
た
日
本

人
も
命
が
け
の
時
代
だ
っ
た
。

　

母
親
か
ら
「
や
せ
て
シ
ラ
ミ
だ
ら
け
の
服

で
命
ご
い
を
す
る
朝
鮮
人
を
見
て
、
『
人
間

を
こ
ん
な
に
ま
で
し
て
』
と
思
う
と
、
と
て

も
警
察
に
突
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」

と
聞
か
さ
れ
た
。

江
卸
発
電
所
・
忠
別
川
遊
水
池
・
朝
鮮
人
強

制
連
行
・
動
員
の
歴
史
を
掘
る
会

代　

表　

近　

藤　

伸　

生

　
太
平
洋
戦
争
前
の
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
忠
別
川
流
域
の
東
川
町
内
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
朝
鮮
人
強
制
労
働
の
実
態
解
明
調
査
を
行
っ
て
い
る
「
江
卸
発
電
所
・
忠
別
川

遊
水
池
・
朝
鮮
人
強
制
連
行
・
動
員
の
歴
史
を
掘
る
会
」
（
近
藤
伸
生
代
表
）
は
昨
年
10

月
、
掘
る
会
メ
ン
バ
ー
６
人
と
、
東
川
町
か
ら
企
画
総
務
課
長
も
同
行
し
て
慶
尚
南
道
に

調
査
へ
行
き
ま
し
た
。

第5回
朝
鮮
人
強
制
動
員
被
害
の
は
な
し

過
酷
な
た
こ
部
屋
は

11
カ
所
あ
っ
た

江卸発電所の熊の沢取水口
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「 り ん ご の 唄 」 な ど 、 懐 か し い 歌 が

人 気 の よ う で す 。
◇

　 老 人 福 祉 施 設 で 演 奏 を し た り 、 音

楽 療 法 士 へ の 関 心 が 高 く な っ た の は 、

同 園 で 介 護 士 と し て 勤 め て い る 長 女 、

友 里 絵 さ ん （ 23 ） の 影 響 が 大 き か っ

た よ う で す 。

　 「 教 室 で ピ ア ノ を 指 導 し て い る 時

と は 違 う も の を 要 求 さ れ る の で 、 音

楽 療 法 の こ と を 勉 強 し た く な っ て … 。

高 齢 者 へ の 音 楽 療 法 は 、 高 齢 化 時 代

に な っ て 今 後 ニ ー ズ が 高 く な り ま す 。

機 会 が あ れ ば 知 的 障 害 へ の 音 楽 療 法

も 学 び た い で す ね 。 ５ 、 ６ 年 前 、 母

校 に 音 楽 療 法 コ ー ス が 出 来 た の で 、

『 旭 川 に も ぜ ひ サ テ ラ イ ト 教 室 の 実

現 を 』 と お 願 い し て い る ん で す よ 」 。

現 在 ピ ア ノ と そ の 指 導 法 を 学 ん で い

る 二 女 の 咲 旺 里 さ ん （ 19 ） も 「 母 の

よ う に 音 楽 に 携 わ る 仕 事 に 就 き た い 」

と 応 援 し て く れ て い ま す 。

　 ひ だ ま り の 里 か ら の 依 頼 で 、 12 月

19 日 、 同 園 で ク リ ス マ ス コ ン サ ー ト

も 開 き ま す 。 本 番 に 向 け て メ ン バ ー

の 練 習 も 気 合 が 入 っ て き ま し た 。

　 昨 年 ７ 月 、 大 学 卒 業 Ｏ Ｂ の 友 達 と

一 緒 に 音 楽 演 奏 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

を 始 め ま し た 。 以 来 、 町 内 の 老 人 保

健 施 設 ・ ひ だ ま り の 里 、 福 祉 施 設 で

演 奏 会 を 開 き 、 今 年 は 同 園 と 旭 川 市

内 の 「 プ ラ ン タ ン 」 で ４ 回 計 画 し て

い ま す 。

　 「 一 緒 に 歌 っ て あ げ る と 、 そ の 日

の お 年 寄 り の 眠 り が 違 う ら し い ん で

す 。 心 地 よ い 睡 眠 が 得 ら れ る し 、 癒

さ れ る か ら 脳 が 活 性 化 し て い く 。 だ

か ら 、 お 年 寄 り の 方 に 単 に 音 楽 を 聞

か せ る の と は 違 う 音 楽 療 法 を し て あ

げ た い 。 個 人 的 に も っ と 専 門 知 識 を

身 に 付 け た い と 思 っ て い ま す 」 。

　 ひ だ ま り の 里 の 職 員 の 方 か ら は

「 一 番 ほ し い の は 音 楽 療 法 士 な ん で

す 」 と 言 わ れ て い る そ う で す 。

　 「 歌 っ て あ げ る と 涙 を 流 し て 聞 い

て く れ る 方 も い る し 、 喜 ん で も ら え

る 。 メ ン バ ー の 皆 さ ん も 自 分 も 演 奏

し て い て 気 持 ち い い し 、 共 感 し て も

ら え る 。 私 た ち の 音 楽 を 役 立 て て も

ら え れ ば … 。 『 い つ で も い ら し て く

だ さ い 』 と 言 っ て く れ て い る の で 、

こ れ か ら も 続 け て い き た い 」 。

　 「 荒 城 の 月 」 「 川 の 流 れ の よ う に 」

今 、 生 き 生 き と

　 町 内 や 旭 川 市 内 で 音

楽 教 室 を し て い る 友 達

で 結 成 し た 「 ピ ッ コ ロ

の 会 」 の 会 長 。 ボ ラ ン

テ ィ ア の 演 奏 活 動 を し

て い ま す 。 ピ ア ノ 、 バ

イ オ リ ン 、 フ ル ー ト な

ど 小 編 成 で 奏 で る 懐 か

し い 歌 謡 曲 、 や さ し い

響 き の メ ロ デ ィ ー が お

年 寄 り か ら 大 好 評 。 長

年 教 室 で 子 供 た ち を 育

て て き た 音 楽 と の か か

わ り は 今 、 福 祉 施 設 で

の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を

通 し て 、 新 た な 活 動 へ

と 展 開 を 始 め て い ま す 。

3939 ピ ア ノ 教 師 　 伴 　 美 由 紀 （ ば ん 　 み ゆ き ） さ ん

ひ
だ
ま
り
の
里
敬
老
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
9月

19
日
）

み
ず
ほ
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
も
し
て
い
ま
す

（
町
民
総
合
文
化
祭
芸
能
発
表
で
、 1
1月

3日
）

伴
　美
由
紀
さ
ん
／
ピ
ア
ノ
教
師
／
東
町
1／
☎
82
－
22

04
東
川
町
生
ま
れ
、昭
和
音
楽
大
学
ピ
ア
ノ
科
卒
。中
学
校
普
通
2級
免
許（
音
楽
）、
日
本
音
楽
療
法
学
会
会
員
。大
学
卒
業
後
に
帰
郷
し
て
自
宅
で
ピ
ア
ノ
教
室
を
開
室
。 2
年
前
、

旭
川
と
近
郊
の
鷹
栖
町
に
住
ん
で
い
る
昭
和
音
大
の
O
B7
人
の
友
人
が
集
ま
っ
て「
ピ
ッ
コ
ロ
の
会
」を
結
成
。老
人
介
護
施
設
や
福
祉
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
会
を
す
る
か
た

わ
ら
、鷹
栖
町
、旭
川
市
内
に
住
む
2人
と
一
緒
に
、毎
年
旭
川
市
内
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
い
ま
す
。今
年
は
旭
川
市
神
楽
公
民
館
付
属
の
木
楽
輪
館（
き
ら
り
ん
か
ん
）＝
旧
旭
川

営
林
支
局
庁
舎
付
属
＝
で
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
き
ま
し
た
。「
東
川
町
み
ず
ほ
コ
ー
ラ
ス
」の
伴
奏
も
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

ば
ん
　 
み
 ゆ
 き
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今
、
世
界
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
問
題
の

一
つ
は
地
球
環
境
と
温
暖
化
で
あ
り
、
大
気
中

の
CO2
、
つ
ま
り
二
酸
化
炭
素
を
削
減
し
、
低
炭

素
社
会
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
で
あ

る
。
し
か
し
私
た
ち
の
よ
う
な
小
さ
な
町
で
の

行
政
課
題
は
、
す
べ
て
の
も
の
を
単
独
の
町
で

賄
う
の
で
は
な
く
、
「
Co
」
（
コ
）
の
精
神
に

よ
る
運
営
が
必
要
で
あ
る
。

　

「
Co
」
と
書
く
と
「
一
酸
化
炭
素
で
す
か
」

と
言
う
人
も
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
「
と

も
に
」
「
一
緒
に
」
の
意
味
を
持
つ
英
語
の
接

頭
語
で
、
「
協
同
」
「
協
働
」
「
共
同
」
な
ど

の
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
連
携
と
い
う
意
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
今
ま
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
、
近
隣
自
治
体
、
大
学
、
民
間
、
そ
し
て
国

や
道
な
ど
と
「
Co
」
の
精
神
で
と
も
に
一
緒
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

先
日
、
第
７
回
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
賞
の

授
賞
式
が
あ
り
初
め
て
出
席
し
た
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
今
年
か
ら
「
第
1
回
食
・
農
漁
業
の

あ
る
絵
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
あ
り
、
写
真

部
門
に
「
写
真
の
町
東
川
町
賞
」
を
創
設
し
て

い
た
だ
い
た
か
ら
だ
。
そ
の
授
賞
の
た
め
特
別

参
加
の
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

受
賞
者
は
札
幌
市
在
住
の
主
婦
の
方
で
、

「
こ
ん
な
に
採
れ
た
よ
！
」
と
い
う
写
真
。
収

穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
か
ご
を
子
供
が
元
気

よ
く
笑
顔
で
持
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
姿
を

写
し
て
い
た
。

　

立
派
な
「
第
７
回
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
賞
」

受
賞
者
紹
介
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
、
北
海
道
の

中
で
た
だ
一
つ
、
「
協
力
・
東
川
町
」
と
本
町

の
名
前
だ
け
が
載
っ
て
い
る
。
諸
先
輩
の
時
代

か
ら
今
日
ま
で
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
さ
ん
と
は
、

お
米
を
中
心
と
し
て
長
年
商
取
引
が
行
わ
れ
、

お
互
い
に
強
い
信
頼
の
絆
が
培
わ
れ
て
き
た
こ

と
、
さ
ら
に
本
町
が
長
年
に
わ
た
り
写
真
の
町

を
宣
言
し
、
広
く
道
民
の
皆
さ
ま
に
も
認
知
さ

れ
て
き
て
い
る
証
し
で
あ
ろ
う
、
と
誇
り
に
感

じ
た
。
農
産
物
か
ら
写
真
文
化
ま
で
高
く
評
価

し
て
い
た
だ
き
、
こ
こ
に
も
「
Co
」
の
精
神
が

宿
っ
て
い
て
感
謝
で
あ
る
。
苫
小
牧
へ
行
っ
た

時
に
も
、
「
東
川
産
の
『
ほ
し
の
ゆ
め
』
が
コ

ー
プ
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
よ
」
と
聞
き
、
な
ん

と
な
く
口
元
が
緩
ん
だ
。

　

「
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
」
の
「
コ
」
も
横
文
字

で
書
く
と
「
Co
」
で
あ
る
。
組
合
員
が
「
Co
」

の
精
神
、
協
同
の
精
神
で
と
も
に
支
え
合
い
、

生
産
者
と
消
費
者
が
交
流
を
通
じ
て
協
働
を
広

げ
「
北
海
道
元
気
づ
く
り
」
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

1
年
間
を
通
じ
て
師
走
に
思
う
こ
と
は
、

「
CO2
」
と
「
Co
」
に
関
心
を
寄
せ
、
実
践
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
よ
う
だ
。

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

CO2（
二
酸
化
炭
素
）と
Co（
コ
）
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血を見るのが苦手でお人よしの窓際医師、
田口公子の元に「救急救命の速水晃一セ
ンター長は医療メーカーと癒着（ゆちゃく）
している。看護師長は共犯だ」という告発文
書が届く。時を同じくして告発された医療メ
ーカーの支店長が院内で自殺する。ジェネ
ラル・ルージュ（血まみれ男爵）の異名を持
つ速水はシロかクロか。田口と、切れ者官
僚白鳥が、再び事件に挑む。（１２３分）

クリスマスの日、ペンギンたちは七面鳥
へ「クリスマスのきせき」と名づけた雪
景色をプレゼントすることにしました。と
ころが雪を運ぶ途中、雪を詰めた箱が
動き出し、がけから落ちたからさあ大
変。果たしてペンギンたちプレゼントは
無事に七面鳥へ届くでしょうか。楽しく
も奇妙なクリスマスの１日を描いた楽し
い絵本。

自分は標準語で話をしている、とお思
いの道産子の皆さん。実は日常無意識
に使っている言葉の中に、どれほど多く
の方言が含まれているかご存知です
か？この本を読むと「えっ！これも北海道
弁？」という驚きの発見が―。古典名作
を北海道弁で書いた「坊ちゃん」「アメ
ニモマケズ」なども笑えます。楽しく北
海道弁を理解できる一冊です。

ジェネ
ラ
ル・ル
ー
ジュの
凱
旋

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

東
宝
株
式
会
社

笑
説
こ
れ
が
北
海
道
弁
だべさ

（
一
般
書
）

著
／
西
本
伸
顕　
刊
／
北
海
道
新
聞
社

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストを
　お受けしています

ク
リ
スマスの
き
せ
き（
絵
本
）

作
／
高
畠 

那
生　
刊
／
岩
崎
書
店
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　冬の初めのある日。ビジターセンターでは、インターネ
ットが使えません。ぶ厚い雪氷が姿見駅の隣に立つアンテナ
を覆ってしまったようです。ごくまれに、ですが、初冬や春
先に起ります。平地なら、ここまで着氷もせず、すぐに除去
されるでしょう。（ナゼか週末に多いのが不思議です）。
　夏の目の覚めるような景観も、こうした厳しい風土が守っ
ているともいえるでしょう。しかし訪問者には時としてきわ
めて過酷な環境が待ち受けることとなります。
　最近「山」のありように変化が兆しています。過去最多の
登山者数を記録した富士山では、遭難者も最多を数え、山ガ
ールブームもあって女性の比率が急増したそうです。大雪山
は知名度が高く、それに比例して山岳遭難が多いだけに、経
験の浅い登山者が増える対策を考える必要がありそうです。
　例えば「Ｇパン等の綿衣料は登山には要注意」というよう
なことが、地元でも遠方からの登山者にとっても「常識」と
なるよう、おこがましいですが“啓蒙”を続けていくほかあり

水
鳥
に
夜
の
来
て
を
り
松
の
影

浮
寝
鳥
陣
の
ひ
と
つ
を
見
て
ゐ
た
り

浮
寝
鳥
見
て
い
る
路
上
生
活
者

水
鳥
や
翼
の
垂
る
る
秘
境
か
な

日
差
し
た
え
明
日
を
夢
み
る
浮
寝
鳥

目
つ
む
り
て
月
下
の
ゆ
り
か
ご
浮
寝
鳥

秋
霖
に
交
す
挨
拶
傘
の
人

唇
に
も
れ
る
歌
あ
り
秋
時
雨

木
守
や
静
か
に
里
山
暮
れ
て
い
く

浮
寝
鳥
一
羽
揺
ら
げ
ば
皆
揺
ら
ぐ

水
鳥
の
首
た
た
み
て
や
石
に
な
る

朝
ま
だ
き
羽
ば
た
く
水
鳥
の
シ
ル
エ
ッ
ト

朝
の
道
銀
杏
落
葉
を
一
人
占
め

秋　
山　
深　
雪

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
露　
葉

青　
野　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。

文化交流館　新刊図書・ビデオ案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活躍する
人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動物など「自然の
大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えてきます。

ません。
　冬山に関しても、近年は羽毛のような雪の軽さという評価
が高まり、外国の取材陣やスキーヤーが毎年のように冬山シ
ーズンに滞在するようになりました。一方でスノーボードな
どの道具の性能が上がり、急傾斜や新雪、深雪を滑る人が増
えるにつれて、雪崩事故などの危険増大が指摘されています。
　さて、旭岳温泉は今、積雪期のうちでは最も「熱い」(人
の多い)時期です。国内で最初に練習環境が整うため、全国
からクロスカントリースキー選手が合宿を張り、週末には道
北各地から多くの中学、高校の選手が訪れます。
　クロカンの練習風景は一見きわめて淡々としています。大
声もなければ、思わず目をつぶるようなスピード感もありま
せん。時折急坂を登る激しい息遣いが聞こえるだけです。
　クロカンは自分で登った分だけ滑りおりるものですから、
道具に頼るというより自分で速度や軌道をコントロールしま
す―動力に慣れ、アルペンスキーに慣れた人には退屈に思う
人もいるでしょう。
　しかし、微妙なバランスを保ち、効率よく板を滑らせるコ
ツをつかみ始めると…おもしろい！　厳寒の森で、冷静に自
分の体と対話しながら、次第に自ら生み出すスピードに夢中
になって、息を弾ませているのです。

旭岳ビジターセンター管理主任　菊　地　　基

大雪山の素顔
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Pinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsNo.3
ご存知ですか？　高額医療・高額介護合算療養費制度
自己負担額を軽減

Christmas – it is a word that evokes many feelings for me. I look 
forward to Christmas every year because it is the one time when 
my family can all be together (although this year I will be in 
Thailand…) I’m not a religious person so for me, Christmas isn’t 
about Jesus’ birthday but rather about spending quality time with 
the people I love and celebrating various family traditions. I also 
get to decorate my house and make it super cute! I love the Christ-
mas decorations I see in Japan – they are ultra adorable!! I have 
observed some of the Japanese traditions around Christmas and 
think that they have a lot of charm: Christmas Cake and ordering 
from KFC are the two that stand out the most to me. Contrary to 
popular belief, we don’t have Christmas Cake in the West nor do 
we eat at KFC for our Christmas dinner. Instead, we bake many 
pies, cookies and desserts and have a giant turkey with all of the 
fixings. On Christmas Eve, my nieces and nephews put out 
cookies and milk for Santa Claus and in the morning, they are 
rewarded with a stocking full of presents from the jolly old fellow. 
Kids receive many presents on Christmas from family, friends and 
of course Santa! In the afternoon, we eat our big turkey dinner 
and then spend the evening playing board games, chatting and 
laughing non-stop. It is a fantastic day that I look forward to every 
year because of the warm feelings that only my family can provide 
– love, caring and far too much food!

　

前
回
は
「
聞
き
耳
ず
き
ん
」

を
持
っ
て
い
る
と
ど
れ
だ
け
海

外
旅
行
が
楽
し
い
か
、
と
い
う

話
を
し
ま
し
た
。
今
月
は
そ
の

「
聞
き
耳
ず
き
ん
」
を
授
か
る

方
法
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

　

「
リ
ス
ニ
ン
グ
力
」
と
い
う

と
、
そ
れ
だ
け
を
独
立
し
た
力

の
よ
う
に
と
ら
え
る
人
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
実
際

に
は
こ
れ
も
膨
大
な
英
語
力
の

一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
中
学
校
の
学
力
テ
ス

ト
。
こ
れ
に
は
毎
回
リ
ス
ニ
ン

グ
テ
ス
ト
が
3
番
ま
で
入
っ
て

い
ま
す
。
最
初
の
１
、
２
番
は

比
較
的
点
が
取
れ
る
と
こ
ろ
。

と
こ
ろ
が
ち
ょ
っ
と
文
章
量
の

多
い
３
番
の
問
題
に
は
て
こ
ず

る
生
徒
が
多
い
。
で
も
こ
れ
を

「
リ
ス
ニ
ン
グ
が
苦
手
」
と
い

う
の
は
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
す
。

　

実
は
文
法
や
理
解
が
足
り
て

い
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

見
て
意
味
が
わ
か
ら
な
い
も
の

は
聞
い
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
し
っ
か
り
文
法
の
お
勉

強
を
！

　

そ
れ
か
ら
「
た
だ
聞
き
っ
ぱ

な
し
で
あ
な
た
も
ペ
ラ
ペ
ラ
」

な
ん
て
い
う
の
は
お
笑
い
。
そ

ん
な
広
告
に
踊
ら
さ
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
脳
の
中
に
英
語
の

音
を
理
解
す
る
回
路
を
作
る
に

は
、
積
極
的
な
音
声
練
習
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
口
を
使
っ
て
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
量
が
聞
き
取
れ

る
量
を
決
め
る
の
で
す
。

　

そ
う
で
す
、
文
法
を
理
解
し

た
ら
、
あ
と
は
体
力
勝
負
で

す
！　

自
分
の
発
音
を
ネ
イ
テ

ィ
ブ
の
音
に
限
り
な
く
近
づ
け

る
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う
。
私
が

聞
き
耳
ず
き
ん
を
獲
得
し
た
プ

ロ
セ
ス
を
考
え
る
と
、
同
じ
テ

キ
ス
ト
を
来
る
日
も
来
る
日
も

教
え
て
い
た
、
と
い
う
経
験
期

間
が
あ
り
ま
す
。
小
さ
い
子
供

な
ら
歌
。
中
学
生
な
ら
教
科
書

や
ラ
ジ
オ
テ
キ
ス
ト
の
音
読
。

大
人
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ

ベ
ル
と
興
味
に
合
っ
た
テ
キ
ス

ト
を
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
て
飽
き
ず

に
音
読
す
る
。
自
分
の
口
で
言

え
る
こ
と
は
聞
き
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴのマナビカタ

第75回

聞き耳ずきん　パート2

【ちょっと豆知識】宮地晶子
上の文中に「昼にbig dinnerを食べる」とあります。日本の家庭では、一般的に夕食が一番ボリュームあるので、「昼にdinner」？と思うか
もしれません。英語圏では「ディナー」には「いちばんごちそうが出る食事」という意味があります。日曜日や祝日には昼にディナーを食べ
る家庭が多いようです。
ちなみdine(ダイン)は「食事する」という動詞です。wine も動詞として使った “wine and dine”  「おもてなしする」という表現もあります。

　クリスマス―。いろいろな感情が押し寄せる言葉です。家族が全員
集まるクリスマスは毎年楽しみな時です（今年はタイ旅行を計画して
いますが）。もともと信心深いほうではないので、キリスト生誕の日と
いうよりは、愛する人 と々過ごしたり、家族の伝統を祝福する日です。
それに家を飾り付け、スーパーかわいい！状態にします。日本で目に
する飾り付けも大好きです。超かわいい、と思います。日本のクリスマ
スの習慣も見てきましたが、それはそれでたくさん魅力があります。特
に際立っているのがケーキとケンタッキーフライドチキン（KFC）。欧
米では、クリスマスケーキもなければ、ディナーにケンタッキーのチキ
ンを食べることもありません。それよりパイやクッキーをたくさん焼い
て、デザートもたっぷり用意して、詰め物いっぱいの大きな七面鳥を
食べます。イブの夜には、姪（めい）や甥（おい）はサンタクロースのた
めにクッキーとミルクを用意。朝には気の良いサンタさんからのプレ
ゼントが靴下いっぱい用意されています。子供は、サンタはもちろん
のこと、家族や友人からもたくさんプレゼントをもらいます。昼には大
きな七面鳥のディナーを食べて、夜はノンストップでボードゲームや
おしゃべりと笑いに興じます。この日は家族だけが持つ温かさ-愛と
思いやり-が感じられる、そして食べ切れないほどのごちそうのある
特別素晴らしい一日なのです。　　　　　　　（訳：宮地晶子）

特 別 素 晴 ら し い 一 日特 別 素 晴 ら し い 一 日特 別 素 晴 ら し い 一 日特 別 素 晴 ら し い 一 日
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大雪地区広域連合からのお知らせ

Pinky’s ThoughtsPinky’s ThoughtsPinky’s Thoughts

お問い合わせ　大雪地区広域連合　☎82－3697（直通）
　　　　　　　役場定住促進課　☎82－2111（内線112）

ご存知ですか？　高額医療・高額介護合算療養費制度ご存知ですか？　高額医療・高額介護合算療養費制度ご存知ですか？　高額医療・高額介護合算療養費制度
自己負担額を軽減自己負担額を軽減自己負担額を軽減

　医療費と介護費両方の負担があって家計の負担が重くなっている世帯の自己負担額を軽減するため、
20年4月から「高額医療・高額介護合算療養費制度」が設けられているのをご存知ですか。
　同一の世帯内で同一の医療保険（国民健康保険、後期高齢者医療保険）に加入している方で、1年間
（毎年8月1日から翌年の7月31日までの保険年度期間）の間に、「医療保険」「介護保険」の両方を自
己負担していて、その合計額が自己負担限度額を超えている場合、申請によって差額を支給します。支
給の対象となる方に対する申請手続きのご案内は23年2月ごろに郵送の予定です。　　　　
　自己負担限度額は世帯員の年齢や所得によって区分されています。［表1］

【所得区分】
１．現役並み所得者（上位）　 　 ▲

70歳未満　世帯全員の基礎控除後の所得合計額が600万円を超える　 　 ▲

70歳以上　住民税の課税所得が145万円以上
２．一般
　　現役並み（上位）所得者及び低所得者（Ⅰ、Ⅱ含む）のいずれも該当しない
３．低所得者Ⅱ（70歳以上）及び低所得者（70歳未満）
　　住民税が非課税の世帯
４．低所得者Ⅰ（70歳以上）
　　世帯全員が住民税非課税（年金収入だけの場合、年金受給額80万円以下）

世帯、
加入保険

所得区分

75歳以上 70～74歳 70歳未満

後期高齢者医療制度
＋介護保険

毎年８月１日から翌年の７月31日までの医療保険と介護保険の自己負担額の合
計額をもとに計算します。基準額は法改正等で変更になる場合があります。

国民健康保険
＋介護保険

67
56

現役並み所得者
一般

Ⅱ
Ⅰ

低所得者
（非課税）

31
19

国民健康保険
＋介護保険

126
67

34

［表１］自己負担限度額（万円）

特 別 素 晴 ら し い 一 日特 別 素 晴 ら し い 一 日特 別 素 晴 ら し い 一 日

支
給
例
（
参
考
）
75
歳
以
上
の
世
帯
で
表
１
の

「
低
所
得
者
Ⅱ
」
に
該
当
す
る
場
合
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いよいよ雪のシーズン
除排雪にご協力ください

東
橋

西
３
号

西
４
号西

５
号

西
６
号

西
２
号

忠  別  川
雪堆積場

西6号河川敷地

いよいよ雪のシーズン
除排雪にご協力ください

【除排雪時の注意事項】
①長時間の路上駐車はご遠慮ください。
②屋根の雪や小道の雪を道路に捨てないでください。
③道路には障害物を置かないでください。
※雪堆積場は西６号忠別川敷地内に設置しています。
　ご利用ください。
【雪堆積場利用上の注意】
①雪の搬入場所を指定しています。必ず指定の所に

　捨てましょう。
②雪の中にごみや異物などを混入することのないよ
　う積み込みに十分注意しましょう。ごみを混入し
　て投げると、不法投棄として法律で罰せられます。
③輸送中に道路へ雪を荷台から落とさないようにし
　ましょう。
④雪堆積場は下記の略図のとおりです。

市  街  地

消防

東川小

東川中学校東川高校

東川
神社

グランド Ｂ＆Ｇ

役
場

農
協

羽
衣
公
園

1
号

西
2
号

東
2
号

東
3
号

東
4
号

東
5
号

東
6
号

東
7
号

東
8
号

東
9
号

東
10
号 東

11
号

西
3
号

西
4
号

西
5
号

西
6
号

西
7
号

西
8
号

西
9
号

西
10
号

西
11
号

西
12
号

全  町  図

22年度除排雪運行計画図

除雪運行基準
●降雪量が15㌢㍍程度あった
　時または予想される時

●強風により路面に著しく吹
　き溜まりを生じた時

●早朝（深夜）の除雪は、午
　前３時から午前８時まで

道道（上川総合振興局による除雪区間）

町道の除雪区間

みんなの広場（雪置き場）

上記市街地図を参照

東8号
優良田園住宅

至ノナカン

お問い合わせ
町道の除雪区間は都市建設課公共施設管理室☎82－2111
道道の除雪区間は上川総合振興局旭川建設管理部事業室事業課施設保全室維持係☎26－4461

　現在空き地となっている町有地（町内10カ所）が冬期間、雪置き場として利用可能となりました。ご自宅周
辺の日常の雪置き場としてご利用ください。利用可能場所には「みんなの広場」の看板を設置しています。

　今年の町内除排雪計画が次のとお

り決まりました。すみやかな作業と

交通安全を図るため、冬期間のご協

力をお願いします。

★
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

くらし
・

ネットワーク
東川町役場　　　　
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館　　　　

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777

12月の行事

　
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋
（前月比＋

　
7,845人
3,730人
4,115人
3,283戸

6人
4人

17人
14人

　
5人）
3人）
2人）
1戸）

人口・世帯数　10月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

町議会第4回定例会（午前９時半、議場）＝10日まで
一部事務組合、大雪地区広域連合議会定例会（午後1
時、美瑛町議会議場）

仕事納め（平常業務）

９日

22日
　

30日

人のうごき　10月16日～11月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　

73歳
89歳
83歳
82歳
93歳

　
歳

　
行政区
2西区
6東区
東倉沼
西区
30区

届出人
石﨑　英子
牛坂　タマ子
大城　時夫
鶴間　松彦
石井　和男

おくやみ
亡き人
石﨑　博
吉良　リセ
大城　冬子
山地　求
石井　ツヤイ

年末・年始のお知らせ
◆役場、保健福祉センター、大雪地区広域連合事務局（☎82－2111）　12月30日㈭
　仕事納め。12月31日㈮から1月5日㈬まで閉庁。1月6日㈭から平常

▼戸籍の届け出　死亡届は常駐の守衛に事前に電話連絡の上ご来庁ください。自宅
　待機職員が出庁して対応します。その他の届け出は一時お預かりし、書類審査は閉
　庁明け後です。お問い合わせは定住促進課住民室
◆農村環境改善センター（☎82－3200）、文化交流館（☎82－4245）　12月31日㈮
　から1月5日㈬まで休館。貸し出し図書の返却は文化交流館玄関前の返却ボックス
　へ
◆町立診療所（☎82－2101）　12月31日㈮から1月5日㈬まで休診。1月6日から平常

▼休日診療　ありません（※緊急時は事前に電話連絡の上、正面玄関右手の夜間受け
　付けからお入りください）
◆歯科　休日診療は道北口腔保健センター（旭川市金星町☎22－2290）　12月29
　日㈬から1月3日㈪まで受け付け。午前9時から午後4時

▼東川歯科医院（東町1 ☎82－3308）　12月29日㈬午後から1月5日㈬まで休み（12
　月29日は午前診療）

▼栄歯科クリニック（北町3 ☎82－4331）　12月29日㈬から1月4日㈫まで休み

▼松山デンタルクリニック（南町4 ☎82－7111）　12月29日㈬から1月5日㈬まで休
　み
◆Ｂ＆Ｇ海洋センター（☎82－4600）　12月29日㈬から1月5日㈬まで休館
◆文化ギャラリー（☎82－4700）　12月30日㈭から1月6日㈭まで休館
◆老人保健センター（☎82－2770）　12月28日㈫から1月5日㈬まで休館

＜その他＞
◆商工会（☎82－2750）　12月８日㈬から1月3日㈪午後3時まで「ももんカード還元
　セール歳末感謝祭」（年末・年始商店街連合大売り出し）。抽選会は1月2、3日午前
10時から午後3時まで、道草館コミュニティーホール。商工会事務は12月31日㈮か
　ら1月5日㈬まで休み。1月6日㈭から平常

▼新年交礼会　1月7日㈮午後5時、道草館コミュニティーホール
◆道の駅・ひがしかわ道草館（☎68－4777）　12月31日㈮、1月1日㈯、4日㈫はイン
　フォメーションセンター、売店とも休み。トイレ、待合所は利用できます。1月2、3両日
　は午前9時から午後3時まで臨時営業（ソフトクリーム販売は休み）
◆キトウシ森林公園物産センター（☎82－2632）　12月31日㈮から1月6日㈭から平
　常（宿泊用ケビンは無休営業）
◆社会福祉協議会（☎82－7505）　12月31日㈮から1月5日㈬まで休み
◆大雪消防組合東川消防団（☎83－0119）

▼歳末防火啓蒙　12月29㈬、30日㈭午後7時過ぎから翌日午前零時ごろまで、各分
　団員が消防車両で町内巡回

▼出初め式　1月5日㈬午前10時半、役場前
◆ごみ、し尿の収集　12月31日(金)から1月5日(水)まで休み。1月6日(木)から通常収
　集
お問い合わせ　地域活性課地域づくり推進室☎82－2111（内線262）

▼しらかば清掃センター　12月31日㈮から1月5日㈬まで休み。6日から平常（ごみ直
　接搬入の受け入れは、午前8時半から午後5時15分まで）。しらかば清掃センター

（美瑛町宇莫別）☎92－2247
◆旭岳ロープウェイ　年末・年始は無休営業（始発午前9時、下り最終午後4時）
◆町営バス・乗り合い（デマンド）タクシー（☎82－2111）　12月31日㈮から1月5日
　㈬まで運休
◆旭川電気軌道バス「60系統東川線」（バス総合案内☎23－3355、ただし12月31日、
　1月1、2日は休業）

▼12月30日㈭　土・日・祝日ダイヤ 

▼12月31日㈮　同（運行は起点・終点発の時間が午後５時までの便）

▼1月1日㈯　天人峡旭岳温泉線、旭川空港線（急行）は通常運行、他は全線運休

▼1月2・3日（日、月）　土・日・祝日ダイヤ（運行は起点・終点発の時間が午前８時から
　午後８時までの便）

▼1月4日㈫から平常ダイヤ

1月6日  仕事始め

今月は町議会定例会を開会します

　
父

統

博樹

唯導

　
母

雅美

仁美

ちさと

　
行政区

南町3丁目
17区西町
26区

お 誕 生
生まれた子

中村　祐心

塚田　颯斗

宮腰　寅之進

なかむら　ゆうしん

  つかだ　   はやと

みやこし　 とらのしん
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 住 宅 ロ ー ン 減 税 の 効 果 を 確 保 で

き る よ う に 所 得 税 の 住 宅 ロ ー ン 控

除 の 控 除 率 を 引 き 下 げ る 一 方 、 控

除 期 間 を 10 年 、 15 年 ど ち ら か 選 択

で き る 特 例 措 置 が 設 け ら れ て い る

た め で す 。

控 除 額 （ ① ② の い ず れ か 少 な い 額 ）

① 所 得 税 の 住 宅 ロ ー ン 控 除 可 能 額

　 の う ち 所 得 税 に お い て 引 き き れ

　 な か っ た 額

② 所 得 税 の 課 税 総 所 得 金 額 等 の 額

　 に ５ ％ を 乗 じ て 得 た 額 （ 限 度 額

　 ９ 万 ７ 千 ５ ０ ０ 円 ）

控 除 適 用 す る に は

▼ 年 末 調 整 で 所 得 税 の 住 宅 ロ ー ン

控 除 を 受 け た 方

　 給 与 所 得 者 の 方 が 個 人 町 ・ 道 民

税 の 住 宅 ロ ー ン 控 除 適 用 を 受 け る

に は 、 毎 年 １ 月 ご ろ に 配 布 さ れ る

「 給 与 所 得 の 源 泉 徴 収 票 」 の 「 適

用 」 欄 に 住 宅 借 入 金 等 特 別 控 除 可

能 額 、 居 住 開 始 年 月 日 を 正 し く 記

載 す る 必 要 が あ り ま す 。

　 記 載 が な い 場 合 、 個 人 町 ・ 道 民

税 の 住 宅 ロ ー ン 控 除 が 適 用 さ れ ま

せ ん 。 ご 確 認 の 上 、 記 載 が な い 場

合 は お 勤 め 先 の 給 与 担 当 部 署 へ お

問 い 合 わ せ く だ さ い 。

▼ 確 定 申 告 さ れ る 方

　 住 宅 ロ ー ン 控 除 を 申 告 す る 場 合 、

そ の 確 定 申 告 を も っ て 個 人 町 ・ 道

民 税 の 住 宅 ロ ー ン 控 除 を 適 用 し ま

す 。
申 告 上 の 注 意

 税 務 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 税 務 収 納 室 （ 内

線 １ ２ １ 、 １ ２ ２ ）

個 人 の 町 ・ 道 民 税 住 宅 ロ ー ン 控 除

に つ い て

　 平 成 21 年 か ら 同 25 年 末 ま で に 入

居 し 、 所 得 税 の 住 宅 借 入 金 等 特 別

税 額 控 除 （ 以 下 住 宅 ロ ー ン 控 除 ）

を 受 け る 方 で 、 所 得 税 か ら 引 き き

れ な い 額 が あ る 場 合 、 翌 年 度 の 個

人 町 ・ 道 民 税 （ 所 得 割 ） か ら 控 除

さ れ る 制 度 が あ り ま す 。 住 宅 ロ ー

ン 控 除 の 適 用 に あ た っ て 町 へ の 申

告 は 不 要 で す （ 初 め て 住 宅 ロ ー ン

控 除 の 適 用 を 受 け る 方 は 確 定 申 告

が 必 要 で す ） 。

　 同 11 年 か ら 同 18 年 末 ま で に 入 居

し 、 個 人 町 ・ 道 民 税 の 住 宅 ロ ー ン

控 除 を 受 け る 方 は 、 同 21 年 度 ま で

は 町 へ の 申 告 が 必 要 で し た が 、 こ

の 制 度 創 設 に 伴 い 、 同 22 年 度 は 町

へ の 申 告 が 原 則 不 要 に な っ て い ま

す 。
控 除 対 象 に な る 方

　 平 成 11 年 か ら 同 18 年 末 ま で 、 ま

た は 同 21 年 か ら 同 25 年 末 ま で に 入

居 し 、 同 22 年 分 以 降 の 所 得 税 の 住

宅 ロ ー ン 控 除 を 受 け た 方 で 、 控 除

し き れ な か っ た 額 が あ る 方 で す 。

平 成 19 年 ま た は 同 20 年 に 入 居 さ れ

た 方 は 個 人 町 ・ 道 民 税 か ら の 住 宅

ロ ー ン 控 除 の 適 用 は あ り ま せ ん 。

　 平 成 11 年 か ら 同 18 年 末 ま で に 入

居 さ れ た 方 は 、 町 に 申 告 す る 場 合

と し な い 場 合 で 、 ほ と ん ど の 場 合

控 除 額 は 変 わ り ま せ ん 。 し か し 次

の 条 件 に 当 て は ま る 場 合 は 、 前 年

の 所 得 税 を 申 告 す る と 税 源 移 譲 前

の 税 率 計 算 を す る た め 、 税 額 控 除

額 が 多 く な る 可 能 性 が あ り ま す 。

　 ① 課 税 総 所 得 金 額 の ほ か に 課 税

退 職 所 得 金 額 が あ る ② 課 税 山 林 所

得 金 額 が あ る ③ 変 動 所 得 、 臨 時 所

得 （ 原 稿 料 収 入 等 ） が あ り 、 平 均

課 税 の 適 用 を 受 け る 場 合 ― な ど で

す 。

　 当 て は ま る 方 は 同 23 年 ３ 月 15 日

ま で に 住 宅 借 入 金 等 特 別 税 額 控 除

申 告 書 を 作 成 し 、 同 年 １ 月 １ 日 現

在 の 住 所 地 の 市 区 町 村 へ 申 告 書 を

提 出 す る 必 要 が あ り ま す 。

　 期 限 ま で に 申 告 さ れ な い 場 合 は 、

21 年 税 制 改 正 で 申 告 を 不 要 と す る

住 宅 ロ ー ン 控 除 の 適 用 を 受 け る こ

と に な り ま す 。 ① 〜 ③ に 該 当 す る

方 は ご 相 談 く だ さ い 。  

　 所 得 税 の 住 宅 ロ ー ン 控 除 に 係 る

確 定 申 告 、 年 末 調 整 の 手 続 き は 今

ま で と 変 わ り ま せ ん 。

税 の 休 日 、 夜 間 納 付 相 談 を 開 設

し ま す

　 町 税 、 各 種 使 用 料 な ど を 期 限 内

納 付 で き な い ケ ー ス が 増 え て い ま

す 。 そ の た め 各 種 の 公 的 負 担 の 期

限 内 納 付 を で き な か っ た 方 を 対 象

に 、 休 日 、 夜 間 の 納 付 相 談 窓 口 を

開 設 し ま す 。

　 納 付 に 関 す る 相 談 を 受 け た ま わ

る 対 象 は 、 町 税 、 国 民 健 康 保 険 料 、

介 護 保 険 料 、 後 期 高 齢 者 医 療 保 険

料 、 公 営 住 宅 使 用 料 、 下 水 道 使 用

料 、 保 育 料 な ど で す 。

　 税 、 各 種 負 担 金 の 納 付 、 ま た は

納 付 相 談 が な い 場 合 は 、 残 念 な が

ら 財 産 調 査 を 実 施 し 、 財 産 が あ る

場 合 に は 、 給 料 、 銀 行 預 金 な ど の

差 し 押 さ え 、 不 動 産 、 動 産 の 公 売

な ど 滞 納 処 分 を 実 施 す る こ と も あ

り ま す の で ご 留 意 願 い ま す 。

　 厳 し い 状 況 の 中 生 活 費 の 一 部 を

節 約 し て 納 付 し て く だ さ る 方 、 納

付 計 画 で 毎 月 決 ま っ た 額 を 納 入 し

て く だ さ る 方 も い ま す 。 ぜ ひ ご 相

談 く だ さ い 。 　

日 時 　 12 月 19 日 （ 日 ） 午 前 ９ 時 〜

　 午 後 ５ 時 、 同 月 20 日 （ 月 ） 午 後

　 ５ 時 15 分 〜 同 ８ 時

場 所 　 役 場 １ 階 税 務 課 （ ４ 番 窓 口 ）

 定 住 促 進 課 か ら

　 各 種 届 け 出 は 住 民 室 （ 内 線 １ １

２ ） 、 住 宅 の こ と は 住 ま い 室 （ 同

１ １ ６ 、 １ １ ７ ）

年 末 調 整 、 確 定 申 告 は 「 社 会 保 険

料 （ 国 民 年 金 保 険 料 ） 控 除 証 明 書 」

を
　 国 民 年 金 保 険 料 は 、 所 得 税 、 市

町 村 民 税 の 社 会 保 険 料 控 除 対 象 に

な り ま す （ 納 付 額 の 全 額 ） 。 日 本

年 金 機 構 は 、 毎 年 11 月 上 旬 に 被 保

険 者 の 方 が １ 年 間 に 納 付 し た 国 民

年 金 保 険 料 額 を 「 社 会 保 険 料 （ 国

民 年 金 保 険 料 ） 控 除 証 明 書 」 と し

て 皆 さ ま に は が き で お 知 ら せ し て

い ま す 。 税 の 社 会 保 険 料 控 除 を 申

告 す る 場 合 は 、 民 間 の 生 命 保 険 会

社 等 が 発 行 す る 控 除 証 明 書 と 同 様

に 、 こ の 控 除 証 明 書 を 添 付 し て 申

告 し て く だ さ い 。

　 こ の 証 明 書 は 、 毎 年 １ 月 １ 日 か

ら 12 月 31 日 ま で の 間 に 納 付 し た 国

民 年 金 保 険 料 の 額 を 証 明 す る 書 類

と な る も の で す 。 証 明 内 容 は 、 今

年 １ 月 か ら ９ 月 30 日 ま で の 間 に 納

付 さ れ た 国 民 年 金 保 険 料 額 と 、 年

内 に 納 付 が 見 込 ま れ る 納 付 見 込 み

額 で す 。

　 年 の 途 中 か ら 国 民 年 金 に 加 入 し

た 場 合 、 ま た は 10 月 １ 日 か ら 12 月

31 日 ま で の 間 に 初 め て 保 険 料 を 納

付 し た 方 は 、 翌 年 ２ 月 上 旬 に 日 本

年 金 機 構 か ら 同 様 の 証 明 書 が 送 付

さ れ ま す 。

　 国 民 年 金 保 険 料 は 、 被 保 険 者 本

人 だ け で は な く 、 そ の 世 帯 の 世 帯

主 及 び 配 偶 者 が 連 帯 し て 納 付 す る

義 務 が あ り ま す 。

　 ご 家 族 の 国 民 年 金 保 険 料 を 一 緒

に 納 付 し た 場 合 、 納 付 し た 方 の 所

得 税 等 の 控 除 対 象 と な る の は 、 納

付 額 の 全 額 に な り ま す 。 年 末 調 整 、
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前
７
時
半
～
午

後
７
時
ま
で

▼障
が
い
児
保
育
（
午
前
８
時
～
午
後
４
時
）

＝
保
育
に
欠
け
る
障
が
い
児
で
、
健
常
児
と
と
も
に
保
育
す

る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
集
団
保
育
が
可
能
で
日
々
通
園
す
る

こ
と
が
で
き
る
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
児
。
入
園

に
あ
た
っ
て
入
園
判
定
委
員
の
意
見
を
聞
き
ま
す
。

３
．
募
集
期
間

　
12
月
13
日
（
月
）
か
ら
同
月
27
日
（
月
）
ま
で
。
時
間
は

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
（
日
・
祭
日
除
く
）
。
定
員
に

達
し
て
い
な
い
場
合
は
、
募
集
期
間
以
降
も
随
時
募
集
。

４
．
申
し
込
み
方
法

　
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
所
定
の
入
園
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
22
年
分
所
得
税
額
（
22
年
分
源
泉
徴
収
票
）

ま
た
は
22
年
度
町
民
税
額
を
証
明
で
き
る
書
類
、
そ
の
他

必
要
な
証
明
書
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
所
得
税
額

が
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
税
額
が
分
か
る
書
類
は
、

後
日
提
出
）
。

５
．
保
育
料

●
短
時
間
型
　
長
時
間
型
保
育
料
を
基
本
と
し
て
保
育
日
数
と

保
育
時
間
を
考
慮
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

●
長
時
間
型
　
国
か
ら
示
さ
れ
る
保
育
所
徴
収
基
準
額
表
を

準
用
し
、
前
年
分
（
22
年
）
所
得
税
額
、
ま
た
は
前
年
度

（
22
年
度
）
町
民
税
額
と
児
童
の
年
齢
区
分
に
よ
っ
て
料

金
を
定
め
て
い
ま
す
（
22
年
度
の
保
育
料
は
、
国
か
ら
示

さ
れ
る
保
育
所
徴
収
金
基
準
額
表
の
95
％
以
内
。
各
階
層

区
分
を
細
分
化
し
て
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
）
。

　 ６
．
そ
の
他

　
　
入
園
説
明
会
は
来
年
２
月
17
日
（
木
）
の
予
定
で
す
。

７
．
お
問
い
合
わ
せ

　
幼
児
セ
ン
タ
ー
（
西
４
号
北
８
番
地
）
☎
82
－
34
00

（
Fa
x8
2－
46
60
）

23
年
度
新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

23
年
度
新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

幼
児
セ
ン
タ
ー
「
も
も
ん
が
の
家
」

　
幼
児
セ
ン
タ
ー「
も
も
ん
が
の
家
」で
は
、来
年
度
の
入
園
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、期
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。現
在
入
園
さ
れ
て
い
る
園
児
の
場
合
手
続
き
は
不
要
で
す
。
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都
市
建
設
課

工
事
、委
託
の
入
札
結
果

工
事
及
び
委
託
の
入
札
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

入
札
日

設
　
備
　
名
　
等

請
負
業
者

請
負
価
格

（
税
込
み
、円
）

8月
30
日

9月
14
日

10
月
7日

上
岐
登
牛
道
路
路
面
補
修
工
事

青
少
年
野
営
場
給
水
管
改
修
工
事

西
１０
号
南
道
路
新
設
工
事

北
立
団
地
道
路
新
設
工
事

第
三
小
学
校
教
員
住
宅
玄
関
ド
ア
取
替
工
事

上
岐
登
牛
道
路
路
面
補
修
工
事
そ
の
２

ス
キ
ー
場
ロ
ッ
ジ
改
修
工
事

第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
外
部
塗
装
工
事

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
駐
車
場
整
備
工
事

花
本
建
設
㈱

㈱
山
田
ポ
ン
プ
商
会

㈱
藤
田
組

㈱
藤
田
組

㈲
谷
地
建
設

花
本
建
設
㈱

㈱
ひ
だ
の
塗
装
工
業

㈱
タ
ダ
ノ

藤
田
建
設
工
業
㈱

23
,6
25
,0
00

1,
91
1,
00
0

45
,1
50
,0
00

27
,0
90
,0
00

1,
52
2,
50
0

17
,3
25
,0
00

6,
40
5,
00
0

4,
14
7,
50
0

16
,8
00
,0
00

指
名
競
争
入
札

〃 〃 〃 〃 〃〃 〃 〃

契
約
方
法
等

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 町 内 の 早 朝 除 雪 は 、 原 則 午 前 ８

時 ま で を め ど に 行 い ま す の で 、 除

雪 作 業 の 終 了 を 見 計 ら っ て ご み 出

し す る よ う ご 協 力 く だ さ い 。

 保 健 福 祉 課 か ら

　 福 祉 の こ と は 社 会 福 祉 室 （ 内 線

５ ０ ３ ） 、 健 康 と 食 の こ と は 保 健

指 導 室 （ 内 線 ５ ０ ５ 、 ５ ０ ６ 、 ５

０ ７ ）

食 事 で 健 康 「 栄 養 教 室 」

　 不 適 切 な 食 事 の 摂 取 、 運 動 不 足

な ど が 原 因 で 生 活 習 慣 病 が 年 々 増

え て い ま す 。 健 康 の 大 切 さ を 考 え 、

自 分 の 健 康 は 自 ら 守 る こ と を 心 掛

け ま し ょ う 。 身 近 な 食 材 料 で 調 理

実 習 を し ま す 。 バ ラ ン ス 、 味 付 け

を 確 認 す る 機 会 と し て ご 活 用 く だ

さ い 。 希 望 す る 方 は 食 生 活 改 善 推

進 員 と な る 単 位 を 取 る こ と が で き

ま す 。

対 象 　 町 民 の 方

日 時 　 12 月 17 日 （ 金 ） 午 前 10 時 〜

　 午 後 １ 時 ご ろ

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

内 容 　 講 話 「 食 べ て 防 ご う 生 活 習

　 慣 病 」 （ 脂 質 異 常 症 ） 、 調 理 実

　 習 、 試 食 （ 希 望 者 に は 体 脂 肪 測

　 定 も あ り ま す ）

持 ち 物 　 筆 記 道 具 、 エ プ ロ ン 、 三

　 角 巾 （ 食 材 料 費 の 一 部 １ ０ ０ 円

　 を 負 担 ）

補 助 対 象 と な る 台 数 に は 限 り が あ

り ま す の で 、 生 ご み 処 理 機 導 入 を

検 討 の ご 家 庭 は 早 め に お 申 し 込 み

だ さ い 。

応 募 条 件 　 ① 町 内 在 住 で 、 購 入 し

　 た 処 理 機 を 自 宅 で 家 庭 用 と し て

　 使 用 す る 方 ② 町 税 を 完 納 し て い

　 る 方 ③ 過 去 ５ 年 間 に 同 様 の 補 助

　 を 受 け て い な い 方 ― の い ず れ も

　 満 た す こ と

対 象 と な る 処 理 機 　 ○ 家 庭 用 の 生

ご み 処 理 機 で 、 加 熱 、 乾 燥 に

よ っ て 生 ご み を 減 量 化 す る も の

（ 粉 砕 だ け は 不 可 ） ○ 町 内 の 取

扱 店 （ 宮 崎 電 機 、 農 協 資 材 店 舗

ア グ リ サ ポ ー ト セ ン タ ー ） で 購

入 の も の

補 助 額 　 購 入 費 の ２ 分 の １ 以 内

（ 消 費 税 含 む ） で あ っ て 、 上 限

２ 万 ５ 千 円 以 内 （ 千 円 未 満 切 り

捨 て ）

応 募 方 法 　 所 定 の 申 込 書 に ご 記 入

の 上 地 域 づ く り 推 進 室 に お 申 し

込 み く だ さ い

冬 期 の ご み 戸 別 収 集 に ご 協 力 を

　 ご み 収 集 は 、 現 在 資 源 ご み を 除

い て 「 燃 や せ る ご み 」 「 燃 や せ な

い ご み 」 と も に 全 町 戸 別 収 集 （ 農

家 地 区 で は 試 行 ） し て い ま す 。

　 冬 期 間 、 町 内 道 路 は 除 雪 車 が 随

時 除 雪 作 業 を し ま す の で 、 早 い 時

間 か ら の ご み 出 し は 除 雪 作 業 の 妨

げ に な る 場 合 が あ り ま す 。

申 し 込 み 　 保 健 指 導 室 栄 養 士

「 男 の 料 理 教 室 」 を 開 き ま す

　 「 料 理 は 苦 手 で 」 と い う 男 性 で

も 簡 単 に 作 れ る レ シ ピ を ご 紹 介 し

ま す 。 ヘ ル シ ー 野 菜 料 理 に 挑 戦 し

ま し ょ う 。

対 象 　 町 内 の 男 性 の 方

日 時 　 12 月 ７ 日 （ 火 ） 午 前 10 時 〜

　 午 後 １ 時 ご ろ

内 容 　 講 話 、 調 理 実 習 、 試 食 （ 希

　 望 者 に は 体 脂 肪 測 定 も あ り ま す ）

持 ち 物 　 筆 記 用 具 、 エ プ ロ ン 、 三

　 角 巾 （ バ ン ダ ナ ） （ 食 材 料 費 の

　 一 部 １ ０ ０ 円 を 負 担 ）

申 し 込 み 　 保 健 指 導 室 栄 養 士

 都 市 建 設 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は （ 内 線 ２ ３ ３ ）

Ｊ Ｉ Ｃ Ａ の 研 修 で ア フ リ カ 諸 国

の 行 政 マ ン が 水 視 察

　 11 月 11 日 、 （ 独 ） 国 際 協 力 機 構

（ Ｊ Ｉ Ｃ Ａ ） の 研 修 「 仏 語 圏 ア フ

リ カ 乾 燥 地 域 村 落 飲 料 水 管 理 コ ー

ス 」 の 研 修 者 一 行 が 本 町 の 地 下 水

活 用 の 様 子 を 視 察 し ま し た 。

　 フ ラ ン ス 語 圏 ア フ リ カ 乾 燥 地 帯

諸 国 の カ メ ル ー ン 、 セ ネ ガ ル な ど

か ら 11 人 が 訪 れ ま し た 。 地 下 水 で

生 活 用 水 な ど す べ て の 水 を ま か な

っ て い る 町 の 現 状 や 羽 衣 の 滝 、 豊

富 な 水 が 常 時 流 れ 出 て い る 大 雪 旭

岳 源 水 の 取 水 口 に び っ く り し た 様

子 。

　 一 行 は 、 そ れ ぞ れ の 国 で 安 全 な

飲 料 水 確 保 な ど を 担 当 生 活 環 境 改

善 に 携 わ る 行 政 官 、 技 術 者 で す 。

豊 か な 水 資 源 や 水 関 係 施 設 を 見 学

し 、 各 国 で そ れ ぞ れ 生 活 環 境 の 向

上 に 役 立 て て も ら う こ と を 狙 い に

し て い ま す 。

 企 画 総 務 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は （ 内 線 ２ ２ ２ ）

自 衛 隊 工 科 学 校 生 徒 、 自 衛 官 の

募 集

  自 衛 隊 で は 来 年 ４ 月 採 用 の 陸 上

自 衛 隊 高 等 工 科 学 校 生 徒 、 自 衛 官

候 補 生 を 募 集 し ま す 。 自 衛 隊 へ の

お 問 い 合 わ せ は 旭 川 地 方 協 力 本 部

南 地 区 隊 ☎ 2
2 ― ０ ６ ４ ８

◆ 陸 上 自 衛 隊 高 等 工 科 学 校 生 徒

資 格 　 1
5 歳 以 上 1
7 歳 未 満 （ 2
3 年 ４

月 １ 日 現 在 ） の 日 本 国 籍 を 有 す

後 も 楽 し い 大 会 運 営 を 心 掛 け ま す 。

よ り 多 く の 町 民 の 皆 さ ま の 参 加 を

期 待 い た し ま す 。

使 用 済 み 食 用 油 の 回 収 に ご 協 力

く だ さ い

　 ご み 減 量 化 と リ サ イ ク ル 推 進 の

た め 、 町 で は 使 用 済 み 食 用 油 の 回

収 を し て い ま す 。 ご 家 庭 の 使 用 済

み 食 用 油 を ペ ッ ト ボ ト ル な ど の 容

器 に 入 れ て ご 持 参 く だ さ い 。 油 の

種 類 は 問 い ま せ ん 。 回 収 料 金 は 無

料 で す 。

　 回 収 場 所 は 町 内 ３ カ 所 の ガ ソ リ

ン ス タ ン ド で す （ ホ ク レ ン 東 川 給

油 所 、 東 川 ツ バ メ 、 ひ が し か わ 石

油 ） 。 各 ス タ ン ド で は 回 収 容 器 を

用 意 し 、 営 業 時 間 内 の 引 き 取 り を

行 っ て い ま す 。 持 参 し た 容 器 か ら

回 収 容 器 に 移 し 変 え 、 持 参 の 容 器

は お 持 ち 帰 り く だ さ い 。

　 使 用 済 み 食 用 油 は 、 従 来 通 り

「 燃 や せ る ご み 」 と し て も 出 す こ

と が 出 来 ま す が 、 そ の 場 合 は 固 形

化 剤 で 油 を 固 め る か 、 新 聞 紙 な ど

に 油 を 吸 わ せ て 固 形 化 し 出 す こ と

が 必 要 で す 。

生 ご み 減 量 化 に 効 果 的 な 電 動 生

ご み 処 理 機 の 購 入 助 成

　 町 内 か ら 発 生 す る 生 ご み の 減 量

化 を 進 め る た め 、 家 庭 用 の 電 動 生

ご み 処 理 機 を 購 入 す る 場 合 、 町 は

購 入 費 用 の 一 部 を 補 助 し て い ま す 。

会 場 　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー

対 象 者 　 １ ９ ９ ０ （ 平 成 ２ ） 年 ４

　 月 ２ 日 〜 １ ９ ９ １ （ 同 ３ ） 年 ４

　 月 １ 日 生 ま れ の 方

「 町 長 へ の 手 紙 」 で い た だ い た ご 意

見 に 回 答 し ま す

　 今 年 こ れ ま で に 寄 せ ら れ た ご 意

見 の 一 部 を ご 紹 介 し ま す 。

　 今 月 号 に 「 町 長 へ の 手 紙 」 を 添

付 い た し ま し た 。 町 政 に 対 す る ご

意 見 や 提 案 な ど お 気 軽 に お 寄 せ く

だ さ い （ 別 添 色 刷 り ） 。 　

「 町 民 体 育 祭 の 観 客 テ ン ト 位 置 が

駐 車 場 や ト イ レ か ら 遠 い 」

　 ― 物 品 の 出 し 入 れ 、 放 送 器 材 の

設 置 を 考 え る と 、 駐 車 場 に 近 い 本

部 席 は 現 在 地 か ら 動 か す こ と が で

き ま せ ん 。 ま た 観 戦 用 の お 客 さ ま

テ ン ト は 、 位 置 を 西 側 や 東 側 に 移

動 す る と 競 技 が よ く 見 え な く な り

ま す し 、 特 に 東 側 は ひ ん 繁 な 競 技

用 品 出 し 入 れ に 支 障 を き た す こ と

と な り ま す 。

　 「 老 人 会 の テ ン ト だ け で も 」 と

い う 声 も あ り ま す が 、 そ う す る と

町 内 各 地 域 の 皆 さ ん が 一 緒 に な っ

て 観 戦 す る テ ン ト 席 か ら 孤 立 し て

離 れ て し ま い ま す 。

　 今 年 の 町 民 体 育 祭 は 突 風 に 見 舞

わ れ 、 慌 て て テ ン ト を た た む 、 と

い う ア ク シ デ ン ト が あ り ま し た 。

し か し 皆 さ ま の ご 協 力 で 素 早 い 対

応 が 出 来 ま し た 。 事 務 局 で は 、 今

確 定 申 告 の 際 、 ご 自 身 の 社 会 保 険

料 の 額 と 一 緒 に 納 付 し た 保 険 料 額

を 合 算 し て 申 告 し て く だ さ い 。 こ

の 場 合 ご 家 族 分 の 控 除 証 明 書 は 、

申 告 す る 方 の 申 告 書 に 添 付 す る 必

要 が あ り ま す 。

　 お 問 い 合 わ せ は 旭 川 年 金 事 務 所

☎ 27 ― １ ６ １ １

　 控 除 証 明 書 の 再 発 行 が 必 要 な 場

合 は 、 控 除 証 明 書 専 用 ダ イ ヤ ル ☎

５ ７ ０ ― ０ ７ ０ ― １ １ ７

 地 域 活 性 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 地 域 づ く り 推 進

室 （ 内 線 ２ ６ １ 、 ２ ６ ２ ）

１ 月 ９ 日 、 成 人 式 を 開 催 ― ど う

ぞ ご 来 場 く だ さ い

　 平 成 23 年 成 人 式 の 日 程 が 次 の と

お り 決 ま り ま し た 。 ご 両 親 、 地 域

の 皆 さ ま と も ど も 、 晴 れ 姿 の 様 子

を ご 覧 い た だ く こ と が で き ま す 。

ど う ぞ ご 来 場 く だ さ い 。

　 対 象 者 に は 、 12 月 上 旬 ご 案 内 状

を お 送 り し ま す （ 事 前 に ご 連 絡 を

い た だ い た 方 を 含 む ） 。 現 在 町 外

に お 住 ま い の 方 で 、 東 川 町 で 成 人

を 迎 え た い 方 は 、 同 月 17 日 （ 金 ）

ま で に ご 連 絡 く だ さ い 。

日 時 　 23 年 １ 月 ９ 日 （ 日 ） ▽ 午 後

　 零 時 半 、 受 け 付 け ▽ 同 １ 時 、 記

　 念 写 真 撮 影 ▽ 式 典 、 同 １ 時 半 ▽

　 同 ２ 時 15 分 、 新 成 人 の つ ど い

る 男 子 で 、 中 学 校 卒 業 者 ま た は

中 等 教 育 学 校 の 前 期 課 程 修 了 者

（ 2
3 年 ３ 月 卒 業 見 込 み 、 修 了 見

込 み 含 む ）

締 め 切 り 　 2
3 年 １ 月 ７ 日 （ 金 ）

試 験 日 　 １ 次 試 験 ・ 2
3 年 １ 月 2
2 日

　 （ 土 ）

会 場 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地 （ 旭

　 川 市 春 光 町 ）

◆ 自 衛 官 候 補 生 （ 男 子 ）

資 格 　 1
8 歳 以 上 2
7 歳 未 満 の 日 本 国

　 籍 を 有 す る 者

試 験 日 　 2
3 年 １ 月 2
9 日 （ 土 ）

会 場 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地 （ 旭

　 川 市 春 光 町 ）

 教 育 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は （ 内 線 ５ ８ １ ）

東 川 小 学 校 移 転 改 築 の 中 間 報 告

会 を 開 き ま す

  東 川 小 学 校 の 移 転 改 築 、 学 童 ・

食 育 交 流 施 設 な ど の 計 画 策 定 に 伴

う 基 本 計 画 案 作 り の 進 行 状 況 に つ

い て 、 北 海 道 大 学 大 学 院 工 学 研 究

院 、 小 篠 隆 生 准 教 授 の 中 間 報 告 会

を 開 き ま す 。 皆 さ ま の ご 来 場 を お

待 ち し て い ま す 。

　 町 教 委 は 、 同 小 の 移 転 新 改 築 に

伴 う 計 画 策 定 に 当 た っ て 「 東 川 小

学 校 等 建 設 推 進 委 員 会 」 を 設 置 。

父 母 、 先 生 、 児 童 、 生 徒 へ の ア ン

ケ ー ト 調 査 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 19
18
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 交 流 を 通 じ て 、 ひ と り で 抱 え 込

ん で い た お 互 い の 悩 み を 共 有 し た

り 、 同 じ よ う な 問 題 を 抱 え て い る

人 の 町 内 の 情 報 な ど も 分 か る よ う

に な っ て き た と い い 、 そ の 活 動 が

福 祉 の ま ち づ く り 推 進 に 寄 与 す る

も の と 評 価 さ れ ま し た 。

　 同 コ ン ク ー ル の 本 年 度 受 賞 は 、

公 共 的 施 設 、 活 動 、 福 祉 用 具 の ３

部 門 で 道 内 1
5 団 体 ・ 施 設 。 道 北 地

方 か ら は 旭 川 市 内 の １ 個 人 １ 団 体

と ぼ だ い 樹 の 会 の ３ 団 体 （ 個 人 ）

で す 。

親 子 ふ れ あ い イ ベ ン ト 、 わ く わ く

フ ェ ス タ を 開 き ま す
幼 児 セ ン タ ー 先 生 と

父 母 の 会 教 養 委 員 会

　 親 子 で 楽 し い ク リ ス マ ス を ― 。

大 道 芸 の ジ ャ グ リ ン グ 、 マ ジ ッ ク

シ ョ ー 、 リ コ ー ダ ー 演 奏 の ほ か 、

ス ト ロ ー 笛 を 一 緒 に 手 作 り し て 、

み ん な で 合 奏 す る 計 画 も し て い ま

す 。 お 子 さ ん と 一 緒 に 楽 し く 遊 び

ま し ょ う 。

日 時 　 １ 月 2
3 日 （ 日 ） 午 前 1
0 時 か

　 ら 正 午

場 所 　 幼 児 セ ン タ ー プ レ イ ル ー ム

出 演 　 ① マ ジ ッ ク ＝ ミ ス タ ー 西 垣

（ マ ジ シ ャ ン キ ャ リ ア 2
0 年 の 元

警 察 官 、 プ ロ 直 伝 の 本 格 派 ） ②

ジ ャ グ リ ン グ ＝ か っ し ー （ 東 川

出 身 の コ メ デ ィ ー パ フ ォ ー マ ー 、

全 道 で 活 躍 中 ） ③ リ コ ー ダ ー 演

志 の 方 々 で 自 主 的 活 動 を 始 め て 以

来 、 町 内 の 安 全 と 町 民 皆 さ ん の 防

犯 意 識 を 高 め る た め に 地 道 な 活 動

を 続 け て き ま し た 。 日 ご ろ の 活 動

が 社 会 を 明 る く す る 運 動 に 貢 献 し

た と し て 認 め ら れ ま し た 。 社 会 を

明 る く す る 運 動 と し て 知 事 感 謝 状

を 受 け た の は 町 内 団 体 で 初 め て で

す 。
ぼ だ い 樹 の 会 、 福 祉 の ま ち づ く り

賞 を 受 賞

　 町 内 の 男 性 介 護 者 の 会 、 ぼ だ い

樹 の 会 （ 鶴 岡 恒 男 会 長 ） が 本 年 度

の 北 海 道 福 祉 の ま ち づ く り コ ン ク

ー ル の 活 動 部 門 で 北 海 道 福 祉 の ま

ち づ く り 賞 を 受 賞 し ま し た 。

　 町 内 で 親 や 妻 を 介 護 す る 男 性 の

方 が 増 え て き た た め 、 介 護 の 負 担

軽 減 、 互 い の 情 報 交 換 や 交 流 、 料

理 教 室 で 家 事 技 術 の 習 得 を し て 精

神 的 負 担 を 互 い に 軽 減 し 合 う な ど

を 目 的 に ２ 年 前 に 発 足 し ま し た 。

奏 ＝ イ コ ロ （ 町 内 の 子 育 て マ マ

さ ん ア ン サ ン ブ ル ）

参 加 料 　 無 料 、 申 し 込 み 不 要 （ 当

　 日 直 接 お い で く だ さ い ）

お 問 い 合 わ せ 　 下 関 さ ん （ 自 宅 ☎

　 8
2 ― ５ １ ７ ２ ）

ヨ ガ サ ー ク ル の 会 員 を

募 集 し ま す
ナ チ ュ ラ ル ヨ ガ サ ー ク ル

　 ヨ ガ で 心 と 体 の 健 康 サ ポ ー ト を

し ま し ょ う 。 縮 ん だ 筋 肉 を 伸 ば し

て 緊 張 を ほ ぐ し 、 全 身 の 血 行 を 改

善 、 体 内 の 活 性 化 を 促 す 効 果 を 期

待 で き ま す 。 男 女 を 問 わ ず ど な

た で も 参 加 で き ま す 。

日 時 　 毎 週 土 曜 日 午 後 ６ 時 半 か ら

　 同 ８ 時 ご ろ ま で （ １ 回 約 9
0 分 間 、

　 月 ４ 回 程 度 ）

場 所 　 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

対 象 　 ど な た で も

会 費 　 ３ 千 ５ ０ ０ 円 （ ４ 回 ）

講 師 　 貞 木 香 織 里 さ ん

申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ 　 中 村 勲

　 さ ん ☎ 8
5 ― ６ ２ ６ ５ （ Ｆ ａ ｘ 兼 ）

「 Ｌ Ｉ Ｖ Ｅ 　 ｄ ｅ 　 パ ー テ ィ ー 　

ｉ ｎ 　 Ｘ ｍ ａ ｓ 」 開 催 !

東 川 イ ベ ン ト サ ポ ー ト ク ラ ブ

　 東 川 イ ベ ン ト サ ポ ー ト ク ラ ブ 主

催 の ラ イ ブ コ ン サ ー ト 「 Ｌ Ｉ Ｖ Ｅ

ｄ ｅ 　 パ ー テ ィ ー 　 ｉ ｎ 　 Ｘ ｍ ａ

ｓ 」 を 今 年 も 盛 大 に 開 き ま す 。

　 町 内 外 ア マ チ ュ ア 音 楽 グ ル ー プ

出 演 、 ビ ー ル な ど の 飲 食 コ ー ナ ー

（ 商 工 会 青 年 部 ） 、 地 元 特 産 品 が

当 た る 大 抽 選 会 、 お 菓 子 の プ レ ゼ

ン ト 、 ア ニ メ 映 画 上 映 会 を 予 定 し

て い ま す 。 収 益 金 は 歳 末 助 け 合 い

に 寄 付 す る 予 定 で す 。

日 時 　 1
2 月 1
9 日 （ 日 ） 午 後 ３ 時 〜

　 同 ８ 時 終 了 （ 予 定 ）

場 所 　 農 村 環 境 改 善 セ ン タ ー 多 目

　 的 ホ ー ル な ど

チ ケ ッ ト 　 千 円 （ 前 売 り 、 当 日 と

　 も 、 高 校 生 以 上 ５ ０ ０ 円 の 飲 食

　 券 付 き ）

取 り 扱 い 　 フ レ ン ド シ ッ プ な が さ

　 わ 、 道 の 駅 道 草 館 、 各 協 賛 者

お 問 い 合 わ せ 　 事 務 局 ☎ ０ ９ ０ ―

５ ９ ８ ７ ― ２ ８ ６ ４ （ 今 野 ） 、

０ ９ ０ ― ６ ６ ９ ５ ― １ ８ ２ ９

（ 下 込 ） 、 ☎ ０ ９ ０ ― ２ ０ ５ ４

― ９ ８ １ ０ （ 菊 地 ）

町 内 郵 便 局 長 杯 バ ド ミ ン ト ン 大

会 を 開 き ま す
東 川 町 バ ド ミ ン ト ン 協 会

　 第 3
0 回 東 川 町 内 郵 便 局 長 杯 バ ド

ミ ン ト ン 大 会 を 開 き ま す 。 町 民 の

皆 さ ん の 親 ぼ く を 兼 ね た 大 会 で す 。

お 気 軽 に ご 参 加 く だ さ い 。

日 時 　 1
2 月 1
9 日 （ 日 ） 午 前 ９ 時 か ら

会 場 　 東 川 中 体 育 館

資 格 　 町 内 に 在 住 、 ま た は お 勤 め

　 の 方 、 町 内 の 学 校 在 学 生 、 主 催

　 者 が 認 め た 者

種 目 　 男 女 各 ダ ブ ル ス （ １ 、 ２ 、

〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜 ・ 〜

牧 さ ん 、 国 保 功 労 者 と し て 厚 生

労 働 大 臣 表 彰 を 受 賞

　 国 民 健 康 保 険 の 広 域 保 険 者 と し

て 東 川 、 東 神 楽 、 美 瑛 ３ 町 で 運 営

し て い る 大 雪 地 区 広 域 連 合 国 民 健

康 保 険 運 営 協 議 会 の 牧 清 会 長

（ 7
3 ） が 国 民 健 康 保 険 功 労 者 と し

て 本 年 度 厚 生 労 働 大 臣 表 彰 を 受 賞

し ま し た 。

　 １ ９ ７ ９ （ 昭 和 5
4 ） 年 か ら 3
1 年

間 に わ た っ て 国 民 健 康 保 険 事 業 の

運 営 に 貢 献 さ れ て い ま す 。 永 く 東

川 町 国 民 健 康 保 険 運 営 協 議 委 員 と

し て 本 町 の 国 民 健 康 保 険 事 業 に 尽

力 さ れ 、 ２ ０ ０ ４ （ 平 成 1
6 ） 年 大

雪 地 区 広 域 連 合 国 民 健 康 保 険 組 合

の 発 足 後 は 、 運 営 協 議 議 員 （ 会 長 ）

と し て 全 国 初 の 構 成 町 間 の 保 険 料

率 統 一 実 現 な ど 時 機 に 応 じ て 手 腕

を 発 揮 し て き ま し た 。

　 ２ ０ ０ ７ （ 同 1
9 ） 年 か ら 国 民 健

康 保 険 運 営 協 議 会 会 長 連 絡 協 議 会

委 員 に 就 任 。 市 町 村 間 の 国 保 運 営

協 議 会 連 絡 調 整 、 運 営 な ど に 活 躍

し て い ま す 。

　 専 門 支 援 職 員 、 作 業 療 法 士 、 鈴

　 木 多 磨 子 さ ん

ク リ ス マ ス 会 を 開 き ま す

　 も う す ぐ ク リ ス マ ス ― 楽 し い ク

リ ス マ ス 会 を 予 定 し て い ま す の で 、

親 子 で ご 参 加 く だ さ い 。  

日 時 　 1
2 月 2
4 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 同 1
1 時 半

場 所 　 支 援 セ ン タ ー プ レ イ ル ー ム

対 象 　 家 庭 に い る 親 子

定 員 　 特 に な し （ 要 予 約 ）

持 ち 物 　 参 加 す る お 子 さ ん の 人 数

　 分 の プ レ ゼ ン ト を 各 自 用 意 し て

　 持 参 （ ３ ０ ０ 円 相 当 、 食 べ 物 は

　 除 外 ）

お 正 月 用 し め 縄 を 手 作 り し ま し

ょ う
　 新 し い 年 に 向 け て 素 敵 な し め 縄

を 作 り ま し ょ う 。

対 象 　 家 庭 の 親 子

日 時 　 1
2 月 1
0 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー プ レ イ

　 ル ー ム

内 容 　 お 正 月 用 し め 縄 作 り

定 員 　 1
5 組

講 師 　 宮 崎 美 智 子 さ ん

材 料 費 　 ７ ０ ０ 円 程 度  

持 ち 物 　 ホ チ キ ス 、 霧 吹 き 、 は さ

　 み
そ の 他 　 託 児 室 を 用 意 し ま す 。 申

　 し 込 み 時 に お 知 ら せ く だ さ い

う 言 葉 が 用 い ら れ て い る が 、 各 地

で セ ン タ ー 方 式 へ の 切 り 替 え が 進

む 中 、 自 校 方 式 の 学 校 給 食 シ ス テ

ム を 決 め た こ と 、 幼 児 セ ン タ ー の

幼 保 一 元 化 を 実 現 で き た こ と が 大

き な 思 い 出 」 な ど と 話 し ま し た 。

　 松 岡 前 委 員 長 か ら は 、 退 任 に 伴

っ て 「 学 校 図 書 の 充 実 に 」 と 多 額

の 寄 付 を い た だ き ま し た 。 町 で は

こ の 寄 付 金 を 原 資 と し て 、 町 内 小

学 校 ４ 校 、 東 川 中 学 校 、 幼 児 セ ン

タ ー に 蔵 書 の 充 実 を 進 め る 予 定 で

す 。
防 犯 協 会 が 社 会 を 明 る く す る 運

動 で 感 謝 状

　 東 川 町 防 犯 協 会 （ 川 上 隆 司 会 長 ）

が 第 6
0 回 社 会 を 明 る く す る 運 動 北

海 道 推 進 委 員 会 （ 委 員 長 ・ 高 橋 は

る み 知 事 ） 感 謝 状 を 受 賞 し ま し た 。

　 1
0 月 2
0 日 大 雪 ク リ ス タ ル ホ ー ル

（ 旭 川 ） で 授 賞 伝 達 式 が 行 わ れ 、

川 上 会 長 が 伝 達 を 受 け ま し た 。

　 １ ９ ７ ５ （ 昭 和 5
0 ） 年 ８ 月 、 有

　 全 国 １ ２ ７ 人 が 受 賞 し 、 道 内 ４

人 が 受 賞 し ま し た 。 1
0 月 2
0 日 東 京

で 行 わ れ た 表 彰 式 に 出 席 し 、 藤 村

修 厚 生 労 働 副 大 臣 か ら 表 彰 を 受 け

ま し た 。

松 岡 洋 信 前 教 育 委 員 長 に

町 感 謝 状

　 任 期 満 了 に 伴 っ て 退 任 し た 松 岡

洋 信 前 教 育 委 員 長 に 対 し て 1
0 月 3
0

日 、 町 は 感 謝 状 を 贈 り ま し た 。

　 １ ９ ８ ６ （ 昭 和 6
1 ） 年 1
0 月 以 来

６ 期 2
4 年 間 に わ た っ て 町 教 育 委 員

と し て 在 任 し 、 そ の 間 1
3 年 間 に わ

た っ て 教 育 委 員 長 と し て 町 の 教 育

行 政 の 振 興 と 充 実 に 力 を 尽 く し ま

し た 。

　 松 岡 市 郎 町 長 か ら 感 謝 状 を 受 け

「 ５ 人 の 合 議 で 審 議 し 提 言 す る と

い う 中 で 、 事 務 局 職 員 が 教 育 情 報

を 良 く 把 握 し 提 案 し て く れ た 」 と

振 り 返 り ま し た 。

　 「 今 で こ そ 学 校 給 食 で 食 育 と い

い て 町 民 の 皆 さ ま か ら ご 意 見 を お

聞 き す る と と も に 、 小 篠 准 教 授 の

グ ル ー プ に 依 頼 し て 、 基 本 計 画 案

を 作 成 し て い ま す 。

日 時 　 1
2 月 1
9 日 （ 日 ） 午 後 １ 時 か ら

場 所 　 役 場 大 会 議 室

内 容 　 北 海 道 大 学 大 学 院 工 学 研 究

院 研 究 生 、 加 藤 誠 氏 の 講 演 「 新

し い 小 学 校 に 求 め ら れ る も の 」

（ 仮 ） 、 東 川 小 学 校 等 基 本 計 画

案 の 中 間 報 告 （ 小 篠 隆 生 准 教 授 ）

 幼 児 セ ン タ ー か ら

　 申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ は 地 域

子 育 て 支 援 セ ン タ ー ☎ 8
2 ― ５ １ ０

０
「 子 育 て 講 演 会 」 を 開 き ま す

  子 供 の 育 ち 、 発 達 に 迷 い 、 悩 ん

で い る 方 に 聞 い て ほ し い 講 演 で す 。

子 育 て で 大 切 に し た い こ と 、 か か

わ り 方 の 具 体 的 ア ド バ イ ス も 聴 け

ま す 。 お 子 さ ん と 一 緒 に ご 参 加 く

だ さ い 。

対 象  子 育 て 中 の 方 ほ か ど な た で

　 も
日 時 　 1
2 月 1
7 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 同 1
1 時 1
5 分

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー  プ レ

　 イ ル ー ム

定 員 　 な し （ た だ し 要 予 約 ）  

講 演 　 「 子 育 て と は 」

講 師 　 北 海 道 子 ど も 発 達 支 援 事 業  

　 ３ 部 ） 、 小 学 生 （ 男 女 ） 、 ラ リ

　 ー ポ イ ン ト

参 加 料 　 小 学 生 ４ ０ ０ 円 、 中 学 生

　 ９ ０ ０ 円 、 一 般 千 ３ ０ ０ 円

締 め 切 り 　 1
2 月 ８ 日 （ 水 ）

申 し 込 み 、 お 問 い 合 わ せ 　 金 沢 さ

　 ん ☎ ０ ９ ０ ― ２ ０ ５ １ ― ４ ５ ３

　 １
地 上 デ ジ タ ル 放 送 相 談 ・ 説 明 会

を 開 き ま す

総 務 省 テ レ ビ 受 信 者 支 援 セ ン タ ー

　 来 年 ７ 月 で 地 上 波 デ ジ タ ル 放 送

に 完 全 移 行 す る テ レ ビ 放 送 に 関 す

る 相 談 ・ 説 明 会 を 開 き ま す 。 地 デ

ジ に 関 し て 分 か ら な い こ と 、 お 困

り ご と に お 答 え し ま す 。

　 現 在 放 送 し て い る テ レ ビ の 地 上

波 ア ナ ロ グ 放 送 は 、 来 年 ７ 月 2
4 日

で 終 了 し ま す 。 テ レ ビ は 、 そ の 後

地 上 波 デ ジ タ ル 放 送 （ 地 デ ジ ） に

切 り 替 わ り 、 従 来 の テ レ ビ （ ブ ラ

ウ ン 管 方 式 な ど ） は 、 そ の ま ま で

は 放 送 の 視 聴 を で き な く な り ま す 。

日 時 　 ▼ 説 明 会 　 ① 1
2 月 1
3 日 （ 月 ）

午 前 ９ 時 半 〜 正 午 、 午 後 １ 時 〜

同 ５ 時 ② 同 月 1
4 日 （ 火 ） 午 前 ９

時 半 〜 同 1
0 時 半 ▼ 相 談 会 　 1
2 月

1
4 日 午 前 1
1 時 〜 正 午 、 午 後 １ 時

〜 同 ５ 時

場 所 　 役 場 １ 階 第 １ 小 会 議 室

お 問 い 合 わ せ 　 テ レ ビ 受 信 者 支 援

　 セ ン タ ー 相 談 グ ル ー プ （ 旭 川 ）

　 ☎ 2
1 ― ６ ４ ５ ０ 21
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社 協 だ よ り

温 か い 善 意 あ り が と う

ご ざ い ま す

　 1
0 月 1
7 日 か ら 1
1 月 1
5 日 ま

で に 社 会 福 祉 事 業 に ご 寄 付

を い た だ き ま し た 方 は 、 次

の と お り で す 。

《 ご 香 典 の 返 礼 に か え て 》

２ 西 区 　 　 　 　 石 崎 　 英 子 様

東 倉 沼 区 　 　 　 大 城 　 時 夫 様

富 山 県 　 　 　 　 坂 井 　 久 光 様

3
0
区 　 　 　 　 　 石 井 　 和 男 様

今 月 の く ら し の 相 談 日

ご 案 内

　 毎 月 第 ３ 木 曜 日 午 後 １ 時

半 か ら 同 ４ 時 ま で 、 社 協 相

談 室 で ご 相 談 に 応 じ ま す 。

今 月 の 相 談 日 と 相 談 員 は 次

の と お り で す 。

12 月 16 日 　 山 口 佐 知 子

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

募
集
団
地

間
取
り
･戸
数
･家
賃

建
築
年
・
構
造
・
設
備
等

そ
　
の
　
他

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

１
．
入
居
申
込
書

２
．
住
宅
等
状
況
申
告
書

３
．
所
得
の
状
況
が
確
認
で
き
る
書
類
（
所
得
証
明
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

４
．
納
税
証
明
書
（
21
年
1月

1日
現
在
町
内
に
住
所
が
あ
っ
た
方
は
同
意
書
で
可
）

５
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

６
．
印
鑑

※
下
線
の
つ
い
て
い
る
書
類
は
、
定
住
促
進
課
住
ま
い
室
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
3・

4の
書
類
は
、
入
居
予
定
者
の
中
で
所
得
の
あ
る
方
全
員
分
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

受
付
場
所

募
集
戸
数

お
申
し
込
み
に

必
要
な
も
の

12
月
1日
（
水
）
～
8日
（
水
）

定
住
促
進
課
住
ま
い
室

1戸

●
家
族
向
け
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

入 居 資 格 そ
の

他

選
考
方
法

入
居
予
定
日

敷
金

連
帯
保
証
人

お
問
い
合
わ
せ

入
居
申
し
込
み
者
ま
た
は
同
居
親
族
が「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」第

2条
第

6号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、入
居
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
営
住
宅
等
入
居
者
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
選
考
委
員
会
で
決
定
さ
れ
な
い
場
合
は
、公
開
抽
選
会
を
開
催
し
ま
す（
開
催
日
未
定
）。

平
成
22
年
12
月
下
旬

家
賃
の
3カ
月
分

入
居
決
定
後
、連
帯
保
証
人
と
し
て
入
居
者
と
同
程
度
以
上
の
所
得
金
額
の
あ
る
方
を
2人
用
意
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

住
ま
い
室
　☎

82
-2
11

1（
内
線
11
7）

（
1）
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
方

（
2）
収
入
金
額
が
国
で
定
め
る
収
入
基
準
の
範
囲
内
の
方
、
ま
た
は
入
居
後
所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
方

　
※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す
る
方
お
よ
び
本
町
に
居
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
で
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

場
　
所

定
住
促
進
課

・
3L

DK
（
80
.9㎡
）

・
1戸
（
2階
端
）

・
55
,70

0円
～

　7
3,5

00
円

・
平
成
10
年

・
鉄
筋
コ
ン
クリ
ート
造
り
2階
建
て

・
浴
室（
ユ
ニ
ット
バ
ス
付
き
）

・
物
置
付
き
、駐
車
場
1台

①
南
団
地
B2

南
町
1丁
目
7番

の 調 査 検 討 、 国 任 へ の 要 請 活 動 、

受 益 者 説 明 会 、 意 見 の 聞 き 取 り も

行 わ れ る と い う こ と で す 。 関 係 機

関 、 組 織 と 連 携 し 、 調 査 、 着 工 の

早 期 実 現 を 目 指 す こ と に し て い ま

す 。

　 昨 年 1
2 月 に 町 、 農 協 、 土 地 改 良

区 な ど 関 係 ６ 団 体 で 事 業 実 施 本 部

を 組 織 し 、 期 成 会 設 立 準 備 が 進 め

ら れ て い ま し た 。

「 日 中 手 を つ な ご う 旭 川 」 入 会 の

お 誘 い

日 中 手 を つ な ご う 旭 川

　 東 川 町 内 や 旭 川 、 近 郊 に 住 ん で

い る 中 国 か ら の 帰 国 者 、 在 住 中 国

人 の 方 、 中 国 に 興 味 が あ る 方 が 集

ま っ て 交 流 す る サ ー ク ル で す （ 旧

旭 川 在 住 中 国 人 交 流 会 ） 。

　 同 会 で は お 互 い の 交 流 、 支 え あ

い な ど を 目 的 と し た 交 流 会 を 不 定

期 に 開 い て お り 、 と も に 交 流 す る

仲 間 を 募 っ て い ま す 。

　 お 問 い 合 わ せ は 同 会 事 務 局 の 武

藤 さ ん ☎ 5
2 ― １ ０ ８ ４ 、 中 国 語 で

の 連 絡 は 張 さ ん ☎ 7
4 ― ５ ９ ０ ０

（ と も に フ ァ ッ ク ス も 同 ）

各
種
大
会
成
績

▼
小
学
生
高
学
年
の
部
　②
東
川
錬
成
館

（
高
畠
遼
、木
村
友
紀
、我
部
山
翼
、高
畠

脩
、猪
股
陽
気

▼
中
学
生
女
子
の
部
　②
東
川
中
学
校（
照

井
湖
佑
覇
、小
林
み
の
り
、岡
﨑
み
ず
ほ
）

▼
同
男
子
の
部
　②
同（
渡
辺
翔
太
、山
内

沙
菜
、小
浜
空
、中
内
直
人
、宇
山
知
希

◆
第
25
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道

交
流
大
会
予
選
会（

10
月
24
日
・
旭
川
市

総
合
体
育
館
）

〔
上
川
予
選
会
〕

▼
個
人
戦
　②
岡
﨑
み
ず
ほ（
東
川
剣
龍

会
）＝
全
道
大
会
進
出

◆
第
16
回
な
な
か
ま
ど
杯
少
年
大
会（

10
月
24
日
・
旭
川
市
総
合
体
育
館
）

〔
男
女
混
合
〕

▼
中
学
生
団
体
　③
東
川
剣
龍
会

▼
同
個
人（
女
子
）　
②
岡
﨑
み
ず
ほ（
東
川

剣
龍
会
）

▼
小
学
５・
６
年
生（
女
子
）　
①
照
井
杜
希

予（
同
）③
浦
崎
優
海
音（
同
）

◆
第
37
回
上
川
管
内
中
学
校
新
人
戦（

10
月
23
日
・
旭
川
市
立
東
明
中
）

〔
男
子
〕

▼
団
体
　③
東
川

〔
女
子
〕

▼
団
体
　①
東
川

▼
個
人
　③
小
林
み
の
り（
東
川
）

◆
第
64
回
旭
川
地
区
体
育
の
日
記
念
大
会

（
10
月
11
日
・
当
麻
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

▼
小
学
生
高
学
年
　①
東
川
錬
成
館
②
東

川
剣
龍
会

▼
中
学
生
女
子
　①
東
川
中

【
空
手
】

◆
第
32
回
北
海
道
地
区
剛
柔
流
空
手
道

選
手
権
大
会（

11
月
13
、1

4日
・
Ｂ
＆
Ｇ
東

川
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

〔
形
〕

▼
小
学
３
、４
年
男
子
　②
十
河
響（
剛
柔
会

東
川
）

▼
同
高
学
年
同
　③
菊
地
成
龍（
同
）④
山

崎
祥
誉（
同
）

▼
同
同
女
子
　④
西
脇
綾
乃（
同
）、
宮
坂
舞

花（
同
）

▼
中
学
生
男
子
　②
三
宅
啓
太（
同
）

▼
同
女
子
　③
中
島
沙
貴（
同
）

▼
高
校
生
男
子
　①
中
島
拓
也（
同
）②
小

池
孝
幸（
同
）③
鈴
木
智
哉（
同
）

▼
高
校
・
一
般
女
子
　②
小
池
幸
栄（
同
）

〔
組
み
手
〕

◇
団
体
　

▼
小
学
生
高
学
年
　①
剛
柔
会
東
川
Ａ

▼
中
学
生
　③
剛
柔
会
東
川
Ａ
、同
Ｂ

▼
高
校
生
・
一
般
男
子
　③
剛
柔
会
Ｂ

【
水
泳
】

◆
第
７
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
水
泳
交

流
大
会（
９
月
12
日
・
新
得
町
営
プ
ー
ル
）

〔
小
学
３
年
男
子
〕▼
個
人
メ
ド
レ
ー（

10
0

㍍
）　
⑤
鷲
見
圭
飛
▼
背
泳
ぎ（

25
㍍
）　
①

同 〔
同
４
年
同
〕▼
平
泳
ぎ（
同
）　
①
武
田
好

生
③
山
崎
悠
人
▼
自
由
形（

50
㍍
）　
⑤
武

田
好
生

〔
同
５
年
同
〕▼
同（

50
㍍
）　
②
三
上
航
大

▼
バ
タ
フ
ラ
イ（
同
）　
④
同
▼
個
人
メ
ド
レ
ー

（
20
0㍍
）③
同

【
訂
正
】

11
月
号
の
第
29
回
上
川
管
内
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
水
泳
交
流
大
会
の
成
績
中
、平
泳
ぎ
３

位
入
賞
と
掲
載
し
た
鷲
見
圭
飛
君
は
山
崎

悠
人
君
の
誤
り
で
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

◆
旭
川
選
抜
中
学
校
大
会（

11
月
６
日
・
旭

川
市
立
六
合
中
体
育
館
）

▼
女
子
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝

神
楽
　２
－
０
　東
川

◆
新
人
戦
中
学
校
大
会（

10
月
16
、1
7日
・

旭
川
市
立
春
光
台
中
ほ
か
）

〔
女
子
〕

▼
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝

神
楽
　２
－
０
　東
川

【
フ
ッ
ト
サ
ル
】

◆
第
20
回
全
日
本
少
年
大
会
旭
川
地
区

予
選（

11
月
３
日
・
旭
川
市
総
合
体
育
館
）

▼
準
決
勝

北
興
　６
－
２
　東
川

▼
３
位
決
定
戦

グ
リ
ン
ベ
ア
ボ
ー
イ
ズ
５
－
３
東
川

【
剣
道
】

◆
第
２
回
上
川
管
内
段
別
練
成
大
会（

11
月
７
日
・
比
布
町
体
育
館
）

〔
男
子
〕

▼
５
段
の
部
　②
高
木
雅
人（
東
川
）

◆
第
20
回
少
年
剣
道
東
川
大
会
　　（

11
月

3日
・
東
川
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

〔
個
人
戦
〕

▼
小
学
生
高
学
年
　②
高
畠
遼
③
高
畠
脩

▼
中
学
生
女
子
　③
岡
﨑
み
ず
ほ
、小
林
み

の
り（
と
も
に
東
川
中
）

〔
団
体
戦
〕

緊 急 農 地 再 編 整 備 事 業 の 促 進 期

成 会 が 設 立

　 1
1 月 ８ 日 、 役 場 大 会 議 室 で 「 大

雪 東 川 地 区 国 営 緊 急 農 地 再 編 整 備

事 業 促 進 期 成 会 」 の 設 立 総 会 が 開

か れ ま し た 。

　 各 地 区 と 推 進 本 部 推 薦 の 推 進 委

員 5
5 人 で 構 成 さ れ 、 高 橋 昭 典 氏 が

会 長 に 選 出 さ れ ま し た 。

　 規 約 承 認 、 役 員 選 出 、 本 年 度 事

業 計 画 を 協 議 さ れ 、 本 町 の 地 区 調

査 採 択 が 国 の 2
3 年 度 概 算 要 求 で 見

送 ら れ た 経 緯 な ど 経 過 、 本 年 度 事

業 推 進 の 取 り 組 み 方 が 報 告 さ れ ま

し た 。

　 現 状 １ 区 画 3
0 ア ー ル の 町 内 水 田

ほ 場 を １ ヘ ク タ ー ル 以 上 に 大 区 画

化 し て 生 産 性 の 向 上 と コ ス ト の 低

減 を 図 り 将 来 に 魅 力 あ る 農 業 を 実

現 さ せ る た め 早 期 取 り 組 み を 要 望

す る も の で す 。 先 進 地 視 察 、 事 業 第
20
回
東
川
大
会
会
場
で

東川
町
文
化ギ
ャラ
リー
展
示
案
内

東
町
１
丁
目
19
-8
　
☎
82
-4
70
0

○
1日
㈭
～
12
日
㈰

　・
写
真
甲
子
園

OB
/O

G展
　・
林
忠
彦
受
賞
作
品
展「
ト
オ
ヌッ
プ
」小
栗
昌
子

　・
二
小
親
子
ふ
れ
あ
い
展

○
14
日
㈫
～
29
日
㈬

　・
奥
田
實
写
真
展「
生
命
樹
‐

TR
EE

 O
F L

IFE
‐
」

　・
清
水
重
蔵
写
真
展「
水
の
か
た
ち
」V

OL
.２

13
日
㈪
は
作
品
入
れ
替
え
の
た
め
休
館

30
日
か
ら
1月

6日
ま
で
休
館

訂
　
正

　
11
月
号
６
ペ
ー
ジ

「
マ
ス
タ
ー
ズ
、
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
の
各
大
会

で
好
成
績
続
々
」
の
記

事
中
、
萩
野
豊
さ
ん

（
旧
姓
小
西
さ
ん
）
の

卒
業
校
は
、
旭
川
東
高

校
で
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

23
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動

物

的

子

育

て

論

　

動
物
の
飼
育
係
を
し
て
い
て
子

育
て
に
直
接
役
立
っ
た
こ
と
は
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
思
い
つ

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
出
産
の
時

に
は
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
か
ら
牛
の
出
産
な
ど

を
数
多
く
見
て
き
た
お
か
げ
で
、

助
産
師
さ
ん
も
感
心
す
る
ほ
ど
大

変
冷
静
に
ビ
デ
オ
を
回
し
な
が
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
陣
痛

が
始
ま
っ
て
、
破
水
を
経
て
、
頭

か
ら
産
道
を
押
し
広
げ
て
く
る
様

子
は
、
妻
に
は
悪
い
で
す
が
、
牛

そ
っ
く
り
で
し
た
（
笑
）
。
妻
は

嫌
が
る
で
し
ょ
う
が
、
機
会
が
あ

れ
ば
自
分
で
分
娩
介
助
を
し
て
み

た
い
も
の
で
す
。

　

動
物
と
接
し
て
働
い
て
い
る
と
、

多
く
の
こ
と
を
動
物
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人
間

と
違
う
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
共

通
点
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

動
物
の
出
産
、
子
育
て
の
成
功

に
は
、
環
境
の
整
備
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
野
生
の
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

は
冬
の
間
、
真
っ
暗
で
静
か
な
雪

の
穴
の
中
で
、
飲
ま
ず
食
わ
ず
で

子
供
を
産
み
、
育
て
ま
す
。
動
物

園
で
は
出
産
間
近
の
ホ
ッ
キ
ョ
ク

グ
マ
を
産
室
と
呼
ば
れ
る
遮
光
、

防
音
工
事
を
行
っ
た
部
屋
に
閉
じ

込
め
て
し
ま
い
ま
す
（
２
頭
の
メ

ス
グ
マ
が
今
年
も
11
月
7
日
か
ら

産
室
に
入
り
ま
し
た
）
。

　

カ
モ
や
フ
ク
ロ
ウ
類
は
他
の
鳥

に
邪
魔
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
適
し

た
出
入
口
の
大
き
さ
を
備
え
た
巣

箱
を
準
備
し
て
あ
げ
ま
す
。

　

人
間
も
同
じ
で
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
東
川
の
子
育
て
環
境
で
我
が

娘
も
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
以
外
に
周
り
の
手
助
け
が

必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ペ
ン

ギ
ン
は
毎
日
体
重
の
増
加
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
足
り
な
い
場
合
は
飼
育

係
が
餌
を
補
助
的
に
与
え
て
い
ま

す
。

　

育
児
放
棄
に
な
り
か
け
た
オ
ラ

ン
ウ
ー
タ
ン
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
、

飼
育
係
が
子
供
を
お
っ
ぱ
い
に
誘

導
す
る
な
ど
の
補
助
を
す
る
介
添

哺
育
（
ほ
い
く
）
に
よ
っ
て
今
や

立
派
な
お
母
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

わ
が
娘
も
近
所
の
方
や
支
援
セ
ン

タ
ー
先
生
方
な
ど
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

人
間
と
動
物
で
違
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
人
間
に
か
な
り
近
い
と

い
わ
れ
る
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
で
す

が
、
子
育
て
は
メ
ス
の
み
で
行
い

ま
す
。
群
れ
で
は
な
く
単
独
行
動

す
る
動
物
な
の
で
、
オ
ス
は
交
尾

以
外
ま
っ
た
く
子
育
て
に
は
か
か

わ
り
ま
せ
ん
。
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

の
オ
ス
は
外
見
的
に
は
か
な
り
か

っ
こ
い
い
の
で
す
が
、
父
親
と
し

て
は
た
く
ま
し
い
背
中
で
家
族
を

引
っ
張
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
目
指

さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　

一
方
、
オ
ス
が
甲
斐
甲
斐
し
く

子
育
て
に
か
か
わ
る
動
物
も
い
ま

す
。
ペ
ン
ギ
ン
や
猛
禽
（
も
う
き

ん
）
類
は
、
メ
ス
と
交
代
で
卵
を

抱
き
、
生
ま
れ
て
か
ら
も
一
生
懸

命
餌
を
運
び
与
え
ま
す
。

　

さ
す
が
に
私
は
卵
を
抱
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
エ
サ

（
ご
は
ん
）
を
あ
げ
る
こ
と
は
で

き
ま
す
。
離
乳
食
が
始
ま
っ
た
こ

ろ
、
口
を
開
け
て
ご
は
ん
を
ね
だ

る
娘
を
見
て
、
保
護
さ
れ
た
小
鳥

の
ひ
な
に
給
餌
し
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
小
鳥
の
よ
う
だ
っ
た
娘

も
１
月
で
２
歳
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
は
つ
ま
り
、
私
も
父
親
に
な
っ

て
２
歳
と
い
う
こ
と
。
果
た
し
て

ち
ゃ
ん
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
ペ
ン

ギ
ン
の
よ
う
な
父
親
に
な
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
？
近
ご
ろ
は
人

間
で
も
「
育
メ
ン
（
い
く
め
ん
）
」

「
育
旦
（
い
く
だ
ん
）
」
等
の
言

葉
が
は
や
っ
て
い
る
よ
う
で
、
私

も
自
分
な
り
に
は
頑
張
っ
て
い
る

つ
も
り
で
す
が
…
ど
う
で
し
ょ

う
？

動

物

的

子

育

て

論

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

検診を受ける手順
旭川がん検診センター
子宮がん、乳がん

（無料クーポン券対象者も同様）
１．集団検診で予約１．個別検診で予約

２．役場保健指導室
　 に連絡

「がん検診受診券」を発行

３．受　診
・同時に他のがん検診、特定健診も受診可
・料金は「平成22年度健診のご案内」参照
※ 大雪地区広域連合国保者半額料金
※ 無料クーポン券利用の場合無料

役場保健指導室旭川がん検診ｾﾝﾀｰ
☎53－7111

他の医療機関（旭川市内）
〔子宮頸（けい）がん一部助成〕

・領収書原本、結果表を添付
・印鑑、金融機関口座が分かるものを持参
⇒後日1,500円を指定口座に振り込み

１．連　絡

２．ご希望の医療機関に予約
(予約なしで受診可能な場合もあり)

３．受　診

４．申　請

医療機関から請求された料金を支払う

役場保健指導室

　

町
で
は
昨
年
か
ら
、
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
を
気
軽
に
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
推
進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の

皆
さ
ん
に
気
軽
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
の

検
診
用
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
。
さ

ら
に
今
年
か
ら
は
子
宮
頚
（
け
い
）
が
ん

の
検
診
受
診
料
を
一
部
助
成
す
る
事
業
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
て

検
診
を
受
け
た
方
は
、
両
が
ん
検
診
と
も

に
、
ま
だ
配
布
対
象
者
の
２
割
弱
に
過
ぎ

ま
せ
ん
（
申
し
込
み
者
も
含
む
）
。

　

特
に
若
者
の
受
診
率
が
低
く
、
20
歳
の

子
宮
が
ん
検
診
は
受
診
者
ゼ
ロ
と
い
う
現

状
で
す
。
昨
年
の
受
診
者
も
わ
ず
か
１
人

で
、
若
い
方
の
関
心
度
が
低
い
の
が
現
状

で
す
（
10
月
末
現
在
）
。

　

し
か
し
子
宮
が
ん
、
特
に
子
宮
頸
が
ん

は
、
若
年
層
の
発
症
が
年
々
増
加
し
て
お

り
、
発
症
す
る
と
、
年
齢
が
若
い
ほ
ど
進

行
が
早
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

町
の
検
診
で
発
見
さ
れ
る
方
は
、
実
は
若

年
者
が
多
い
と
い
う
の
が
特
徴
で
す
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
来
年

の
２
月
末
。
受
診
の
機
会
を
逃
し
て
ま
だ

検
診
し
て
い
な
い
女
性
の
皆
さ
ん
、
自
分

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
は
節
目
年
齢
の
女
性

　

今
年
６
月
に
お
配
り
し
た
検
診
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
の
対
象
と
な
る
年
齢
の
方
は
、

前
年
度
に
以
下
の
年
齢
に
な
っ
た
方
で
す
。

子
宮
が
ん　

20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、

　

40
歳

乳
が
ん　

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、

　

60
歳

子
宮
頚
が
ん
検
診
の
受
診
料
一
部
助
成

　

子
宮
頚
が
ん
検

診
（
細
胞
診
＋
子

宮
超
音
波
検
査
）

を
受
け
る
場
合
、

旭
川
が
ん
検
診
セ

ン
タ
ー
以
外
の
旭

川
市
内
の
医
療
機

関
で
が
ん
検
診
を

受
け
る
場
合
の
助

成
制
度
で
す
。

　

検
診
を
受
診
後
、

保
健
指
導
室
窓
口

で
助
成
を
受
け
る

た
め
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
１

千
５
０
０
円
を
補

助
し
ま
す
（
単
独

の
子
宮
超
音
波
検
査
、
子
宮
体
部
が
ん
検

診
、
そ
の
他
の
検
査
は
対
象
外
）
。

　

か
か
り
つ
け
医
で
毎
年
検
診
を
受
け
て

い
る
方
、
旭
川
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
に
く
い
方
は
、
こ
の
制
度
の
利
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

受
け
て
い
ま
す
か
？　

年
１
回
の
健
康
診
断
。
女
性
特
有
の
病
気
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
は
、
今
で
は
早
期
発
見
、
早
期

治
療
で
回
復
を
期
待
で
き
る
病
気
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
定
期
的
な
検
診
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
。
町
で
は

皆
さ
ま
の
検
診
受
診
料
を
支
援
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
積
極
的
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

子育てチャンネル子育てチャンネル
子
宮
が
ん
、乳
が
ん
は
怖
く
な
い

女
性
の
が
ん
は
定
期
健
診
〜
早
期
発
見
・
予
防
で
安
心
②

子
宮
が
ん
、乳
が
ん
は
怖
く
な
い

女
性
の
が
ん
は
定
期
健
診
〜
早
期
発
見
・
予
防
で
安
心
②

25 Higashikawa  2010  December



本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。

インターネットでも情報満載!!
広報ひがしかわのバックナンバーや町の情報がリアルタイムにインターネットで紹介されて
いますので、こちらのチェックを忘れずに！

■東川町オフィシャルサイト  http://town.higashikawa.hokkaido.jp/
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お問い合わせ
●保健福祉課保健指導室　☎!" －"###

【!" 月分】

申し込み制

申し込み制
申し込み制

予約制

＜地域子育て支援センター＞
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3日㈮「クリスマス飾り（制作）」………10:00～11:30

�»�!�|�w�¿	Ô�¼
毎週月、火、水曜日プレイルーム開放… 9:00～12:00
1、6、7、8、13、14、15、20、21、22日

�Þ�q	Ô�x�.�Ç�·�ï�»�”�p�b �‚

�Þ�q	Ô�x�-�H
ñ�±�·�ï�»�”�p�b�‚

【! 月分】

1日㈬
3日㈮

7日㈫
10日㈮
17日㈮

7日㈮

20日㈭
27日㈭

子育て相談
もぐもぐ教室
乳幼児健診　

（通知者以外は14:30～）
男の料理教室
旭川がん検診センター送迎検診
栄養教室

13:00～14:00
13:15～
　　  

10:00～13:00

ごっくん教室
乳幼児健診
栄養教室
1歳6カ月児健診

予約制
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